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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムのアクセスポイント（ＡＰ）からステーション（ＳＴＡ）でフレーム
を受信する方法であって、前記方法は、
　前記ＡＰによって前記ＳＴＡに割り当てられた連携ＩＤ（ＡＩＤ）及び前記ＡＰのＢＳ
ＳＩＤ（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　ＩＤ）に基づいて計算された第１部分連
携ＩＤ（ＰＡＲＴＩＡＬ＿ＡＩＤ）の値が第１フレームに含まれるか否かを決定すること
と、
　前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩＤ及び前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤに基づいて計算
された前記第１部分ＡＩＤの値が前記第１フレームに含まれる場合に、前記第１フレーム
をデコードすることと、
　前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤの４０番目のビット位置から４８番目のビット位置までのビ
ットに対する２進数－１０進数変換数に対するモジューロ演算の結果に正整数を加えるこ
とによって計算された第２部分ＡＩＤを含む第２フレームを送信することと
　を含み、前記第２部分ＡＩＤが、前記第１部分ＡＩＤと同一ではない、方法。
【請求項２】
　前記第２部分ＡＩＤの値は、（ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［３９：４７］）ｍｏｄ（２９－１
））＋１によって計算され、
　ＢＳＳＩＤは、前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤであり、
　ｄｅｃ（Ａ）は、２進数Ａの２進数－１０進数変換を表し、
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　Ａ［ｂ：ｃ］は、前記２進数Ａの最初のビットがｂｉｔ０により表されるときのＡのｂ
ｉｔ　ｂからｂｉｔ　ｃまでのビットであり、
　‘ｍｏｄ’は、モジューロ演算を表す、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　無線通信システムのアクセスポイント（ＡＰ）でステーション（ＳＴＡ）にフレームを
送信する方法であって、前記方法は、
　前記アクセスポイント（ＡＰ）によって、前記ＳＴＡに割り当てられた連携ＩＤ（ＡＩ
Ｄ）及び前記ＡＰのＢＳＳＩＤ（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　ＩＤ）に基づい
て第１部分連携ＩＤ（ＰＡＲＴＩＡＬ＿ＡＩＤ）を計算することと、
　前記計算された第１部分ＡＩＤの値に設定されたフィールドを含む前記フレームを前記
ＳＴＡに送信することと
を含み、
　前記第１部分ＡＩＤの値が、前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤの４０番目のビット位置から４
８番目のビット位置までのビットに対する２進数－１０進数変換数に対するモジューロ演
算の結果に正整数を加えることによって計算された第２部分ＡＩＤの値と同一にならない
ように、前記ＡＩＤが割り当てられる、方法。
【請求項４】
　前記第２部分ＡＩＤの値は、（ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［３９：４７］）ｍｏｄ（２９－１
））＋１によって計算され、
　ＢＳＳＩＤは、前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤであり、
　ｄｅｃ（Ａ）は、２進数Ａの２進数－１０進数変換であり、
　Ａ［ｂ：ｃ］は、前記２進数Ａの最初のビットがｂｉｔ０により表されるときのＡのｂ
ｉｔ　ｂからｂｉｔ　ｃまでのビットであり、
　‘ｍｏｄ’は、モジューロ演算を表す、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１部分ＡＩＤの値がＯＢＳＳ（Ｏｖｅｒｌａｐｐｉｎｇ　ＢＳＳ）のＢＳＳＩＤ
の４０番目のビット位置から４８番目のビット位置までのビットに対する２進数－１０進
数変換数に対するモジューロ演算の結果に正整数を加えることによって計算された第３部
分ＡＩＤの値と同一にならないように、前記ＡＩＤが割り当てられる、請求項３に記載の
方法。
【請求項６】
　前記第３部分ＡＩＤの値は、（ｄｅｃ（ＯＢＳＳ　ＢＳＳＩＤ［３９：４７］）ｍｏｄ
（２９－１））＋１によって計算され、
　ＯＢＳＳ　ＢＳＳＩＤは、前記ＯＢＳＳの前記ＢＳＳＩＤであり、
　ｄｅｃ（Ａ）は、２進数Ａの２進数－１０進数変換を表し、
　Ａ［ｂ：ｃ］は、前記２進数Ａの最初のビットがｂｉｔ０により表されるときのＡのｂ
ｉｔ　ｂからｂｉｔ　ｃまでのビットであり、
　‘ｍｏｄ’は、モジューロ演算を表す、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１部分ＡＩＤの値は、ｄｅｃ（ＡＩＤ［０：８］＋ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：
４７］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）×２５）ｍｏｄ　２９によって計算され、
　ＡＩＤは、前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩＤであり、
　ＢＳＳＩＤは、前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤであり、
　ｄｅｃ（Ａ）は、２進数Ａの２進数－１０進数変換を表し、
　Ａ［ｂ：ｃ］は、前記２進数Ａの最初のビットがｂｉｔ０により表されるときのＡのｂ
ｉｔ　ｂからｂｉｔ　ｃまでのビットであり、
　‘ｍｏｄ’は、モジューロ演算を表す、請求項３に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＡＰは、前記ＳＴＡに連携されている、請求項３に記載の方法。
【請求項９】



(3) JP 5866479 B2 2016.2.17

10

20

30

40

50

　前記第１部分ＡＩＤが０と同一にならないように前記ＡＩＤが割り当てられる、請求項
３に記載の方法。
【請求項１０】
　前記フィールドは、前記フレームのＳＩＧ－Ａ（Ｓｉｇｎａｌ　Ａ）フィールドに含ま
れる、請求項３に記載の方法。
【請求項１１】
　前記フレームは単一ユーザ（ＳＵ）フレームである、請求項３に記載の方法。
【請求項１２】
　前記フレームは、１ＧＨｚ以下（ｓｕｂ－１ＧＨｚ）動作周波数で定義される、請求項
３に記載の方法。
【請求項１３】
　無線通信システムのアクセスポイント（ＡＰ）からフレームを受信するステーション（
ＳＴＡ）装置であって、前記ステーション（ＳＴＡ）装置は、プロセッサと、送受信器と
を備え、
　前記プロセッサは、前記ＡＰによって前記ＳＴＡに割り当てられた連携ＩＤ（ＡＩＤ）
及び前記ＡＰのＢＳＳＩＤ（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　ＩＤ）に基づいて計
算された第１部分連携ＩＤ（ＰＡＲＴＩＡＬ＿ＡＩＤ）の値が第１フレームに含まれるか
否かを決定することと、前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩＤ及び前記ＡＰの前記ＢＳ
ＳＩＤに基づいて計算された前記第１部分ＡＩＤの値が前記第１フレームに含まれる場合
に、前記第１フレームをデコードすることとを実行するように構成されており、
　前記送受信器は、前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤの４０番目のビット位置から４８番目のビ
ット位置までのビットに対する２進数－１０進数変換数に対するモジューロ演算の結果に
正整数を加えることによって計算された第２部分ＡＩＤを含む第２フレームを送信するよ
うに構成されており、
　前記第２部分ＡＩＤが、前記第１部分ＡＩＤと同一ではない、ステーション（ＳＴＡ）
装置。
【請求項１４】
　無線通信システムのステーション（ＳＴＡ）にフレームを送信するアクセスポイント（
ＡＰ）装置であって、前記アクセスポイント（ＡＰ）装置は、プロセッサと、送受信器と
を備え、
　前記プロセッサは、前記ＳＴＡに割り当てられた連携ＩＤ（ＡＩＤ）及び前記ＡＰのＢ
ＳＳＩＤ（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　ＩＤ）に基づいて第１部分連携ＩＤ（
ＰＡＲＴＩＡＬ＿ＡＩＤ）を計算するように構成されており、
　前記送受信器は、前記計算された第１部分ＡＩＤの値に設定されたフィールドを含む前
記フレームを前記ＳＴＡに送信するように構成されており、
　前記第１部分ＡＩＤの値が、前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤの４０番目のビット位置から４
８番目のビット位置までのビットに対する２進数－１０進数変換数に対するモジューロ演
算の結果に正整数を加えることによって計算された第２部分ＡＩＤの値と同一にならない
ように、前記ＡＩＤが割り当てられる、アクセスポイント（ＡＰ）装置。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　以下の説明は、無線通信システムに関し、特に、無線ＬＡＮシステムにおいて部分連携
識別子を含むフレーム送受信方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、情報通信技術の発展に伴って様々な無線通信技術が開発されている。その中でも
無線ＬＡＮ（ＷＬＡＮ）は、無線周波数技術に基づいて個人携帯用情報端末機（Ｐｅｒｓ
ｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ；ＰＤＡ）、ラップトップコンピュータ
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、携帯用マルチメディアプレーヤー（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｐｌａ
ｙｅｒ；ＰＭＰ）などのような携帯用端末機を用いて家庭、企業又は特定サービス提供地
域において無線でインターネットにアクセスできるようにする技術である。
【０００３】
　無線ＬＡＮで脆弱点とされてきた通信速度の限界を克服するために、最近の技術標準で
は、ネットワークの速度と信頼性を増大させるとともに無線ネットワークの運営距離を拡
張したシステムを導入している。例えば、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎでは、データ処理速
度が最大５４０Ｍｂｐｓ以上である高処理率（Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ；ＨＴ）
を支援し、送信エラーを最小化し、データ速度を最適化するために送信端及び受信端の両
方に多重アンテナを使用するＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔｓ　ａｎｄ　Ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔｓ）技術の適用が導入された。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　次世代通信技術としてＭ２Ｍ（Ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－Ｍａｃｈｉｎｅ）通信技術が議
論されている。ＩＥＥＥ　８０２．１１　ＷＬＡＮシステムでもＭ２Ｍ通信を支援するた
めの技術標準がＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈとして開発されている。Ｍ２Ｍ通信では、数
多くの機器が存在する環境でたまに少量のデータを低速で通信するシナリオを考慮するこ
とができる。
【０００５】
　無線ＬＡＮシステムにおける通信は、全ての機器間に共有される媒体（ｍｅｄｉｕｍ）
で行われる。Ｍ２Ｍ通信のように機器の個数が増加する場合、一つの機器のチャネルアク
セスのために長時間がかかると、全体システム性能の低下を招くだけでなく、各機器の省
電力を妨害することがある。
【０００６】
　本発明では、部分連携識別子を含むフレームの新しい構成方案を提供することを技術的
課題とする。
【０００７】
　本発明で遂げようとする技術的課題は以上に言及した技術的課題に制限されず、言及し
ていない他の技術的課題は、以下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の
知識を有する者に明確に理解されるであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の技術的課題を解決するために、本発明の一実施例に係る無線通信システムにおけ
るステーション（ＳＴＡ）でアクセスポイント（ＡＰ）からフレームを受信する方法は、
前記フレームの部分連携識別子（ＰＡＲＴＩＡＬ＿ＡＩＤ）フィールドの値が、前記ＡＰ
によって前記ＳＴＡに割り当てられるＡＩＤ及び前記ＡＰのＢＳＳＩＤ（Ｂａｓｉｃ　Ｓ
ｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　ＩＤ）に基づいて計算されたか否かを決定するステップと、前記
フレームの前記部分ＡＩＤフィールドの値が、前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩＤ及
び前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤに基づいて計算された場合に、前記フレームをデコードする
ステップと、を含み、ここで、前記ＡＩＤは、前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩＤ及
び前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤに基づいて計算された前記部分ＡＩＤ値が、前記ＡＰのＢＳ
ＳＩＤの４８個のビット位置のうちの４０番目のビット位置から４８番目のビット位置ま
での値を１０進数に変換した値に対してモジューロ演算を適用することによって計算され
た第１部分ＡＩＤ値と同一にならないように割り当てられる。
【０００９】
　上記の技術的課題を解決するために、本発明の他の実施例に係る無線通信システムにお
けるアクセスポイント（ＡＰ）でステーション（ＳＴＡ）にフレームを送信する方法は、
前記ＡＰによって前記ＳＴＡに割り当てられる連携識別子（ＡＩＤ）及び前記ＡＰのＢＳ
ＳＩＤ（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　ＩＤ）に基づいて部分ＡＩＤ（ＰＡＲＴ
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ＩＡＬ＿ＡＩＤ）を計算するステップと、前記部分ＡＩＤの計算結果に該当する値に設定
された部分ＡＩＤフィールドを含む前記フレームを前記ＳＴＡに送信するステップと、を
含み、ここで、前記ＡＩＤは、前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩＤ及び前記ＡＰの前
記ＢＳＳＩＤに基づいて計算された前記部分ＡＩＤ値が、前記ＡＰのＢＳＳＩＤの４８個
のビット位置のうちの４０番目のビット位置から４８番目のビット位置までの値を１０進
数に変換した値に対してモジューロ演算を適用することによって計算された第１部分ＡＩ
Ｄ値と同一にならないように割り当てられる。
【００１０】
　上記の技術的課題を解決するために、本発明の更に他の実施例に係る無線通信システム
におけるアクセスポイント（ＡＰ）からフレームを受信するステーション（ＳＴＡ）装置
は、送受信器と、プロセッサと、を備え、前記プロセッサは、前記フレームの部分連携識
別子（ＰＡＲＴＩＡＬ＿ＡＩＤ）フィールドの値が、前記ＡＰによって前記ＳＴＡに割り
当てられるＡＩＤ及び前記ＡＰのＢＳＳＩＤ（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　Ｉ
Ｄ）に基づいて計算されたか否かを決定し；前記フレームの前記部分ＡＩＤフィールドの
値が、前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩＤ及び前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤに基づいて
計算された場合に、前記フレームをデコードするように設定され、ここで、前記ＡＩＤは
、前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩＤ及び前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤに基づいて計算
された前記部分ＡＩＤ値が、前記ＡＰのＢＳＳＩＤの４８個のビット位置のうちの４０番
目のビット位置から４８番目のビット位置までの値を１０進数に変換した値に対してモジ
ューロ演算を適用することによって計算された第１部分ＡＩＤ値と同一にならないように
割り当てられる。
【００１１】
　上記の技術的課題を解決するために、本発明の更に他の実施例に係る無線通信システム
におけるステーション（ＳＴＡ）にフレームを送信するアクセスポイント（ＡＰ）装置は
、送受信器と、プロセッサと、を備え、前記プロセッサは、前記ＡＰによって前記ＳＴＡ
に割り当てられる連携識別子（ＡＩＤ）及び前記ＡＰのＢＳＳＩＤ（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒ
ｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　ＩＤ）に基づいて部分ＡＩＤ（ＰＡＲＴＩＡＬ＿ＡＩＤ）を計算し；
前記部分ＡＩＤの計算結果に該当する値に設定された部分ＡＩＤフィールドを含む前記フ
レームを、前記送受信器を用いて前記ＳＴＡに送信するように設定され。ここで、前記Ａ
ＩＤは、前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩＤ及び前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤに基づい
て計算された前記部分ＡＩＤ値が、前記ＡＰのＢＳＳＩＤの４８個のビット位置のうちの
４０番目のビット位置から４８番目のビット位置までの値を１０進数に変換した値に対し
てモジューロ演算を適用することによって計算された第１部分ＡＩＤ値と同一にならない
ように割り当てられる。
【００１２】
　上記の本発明に係る実施例において以下の事項を共通に適用することができる。
【００１３】
　前記ＡＩＤは、前記部分ＡＩＤ値がＯＢＳＳ（Ｏｖｅｒｌａｐｐｉｎｇ　ＢＳＳ）のＢ
ＳＳＩＤの４８個のビット位置のうちの４０番目のビット位置から４８番目のビット位置
までの値を１０進数に変換した値に対してモジューロ演算を適用することによって計算さ
れた第２部分ＡＩＤ値と同一にならないように割り当てられてもよい。
【００１４】
　前記第１部分ＡＩＤ値は（ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［３９：４７］）ｍｏｄ（２９－１））
＋１であってもよい。ここで、ＢＳＳＩＤは、前記ＡＰのＢＳＳＩＤであり、ｄｅｃ（Ａ
）は、Ａを１０進数に変換した値であり、Ａ［ｂ：ｃ」は、２進数Ａの最初のビットがｂ
ｉｔ０のとき、前記Ａのｂｉｔ　ｂからｂｉｔ　ｃまでであり、ｍｏｄはモジューロ（ｍ
ｏｄｕｌｏ）演算である。
【００１５】
　前記第２部分ＡＩＤ値は、（ｄｅｃ（ＯＢＳＳ　ＢＳＳＩＤ［３９：４７］）ｍｏｄ（
２９－１））＋１であってもよい。ここで、ＯＢＳＳ　ＢＳＳＩＤは前記ＯＢＳＳのＢＳ
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ＳＩＤであり、ｄｅｃ（Ａ）はＡを１０進数に変換した値であり、Ａ［ｂ：ｃ」は、２進
数Ａの最初のビットがｂｉｔ０のとき、前記Ａのｂｉｔ　ｂからｂｉｔ　ｃまでであり、
ｍｏｄはモジューロ（ｍｏｄｕｌｏ）演算である。
【００１６】
　前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩＤ及び前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤに基づいて計算
された前記部分ＡＩＤ値は、ｄｅｃ（ＡＩＤ［０：８］＋ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４
７］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）×２５）ｍｏｄ　２９によって計算されても
よい。ここで、ＡＩＤは前記ＳＴＡに割り当てられたＡＩＤであり、ＢＳＳＩＤは前記Ａ
ＰのＢＳＳＩＤであり、ｄｅｃ（Ａ）はＡを１０進数に変換した値であり、Ａ［ｂ：ｃ」
は、２進数Ａの最初のビットがｂｉｔ０のとき、前記Ａのｂｉｔ　ｂからｂｉｔ　ｃまで
であり、ｍｏｄはモジューロ（ｍｏｄｕｌｏ）演算である。
【００１７】
　前記ＡＰは、前記ＳＴＡが連携されたＡＰであってもよい。
【００１８】
　前記ＡＩＤは、前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩＤ及び前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤ
に基づいて計算された前記部分ＡＩＤ値が０と同一にならないように割り当てられてもよ
い。
【００１９】
　前記部分ＡＩＤフィールドは前記フレームのＳＩＧ－Ａフィールドに含まれてもよい。
【００２０】
　前記フレームは単一ユーザ（ＳＵ）フレームであってもよい。
【００２１】
　前記フレームは１ＧＨｚ以下（ｓｕｂ－１ＧＨｚ）動作周波数で定義されるフレームで
あってもよい。
　本明細書は、例えば、以下の項目も提供する。
（項目１）
　無線通信システムにおけるステーション（ＳＴＡ）でアクセスポイント（ＡＰ）からフ
レームを受信する方法であって、
　前記フレームの部分連携識別子（ＰＡＲＴＩＡＬ＿ＡＩＤ）フィールドの値が、前記Ａ
Ｐによって前記ＳＴＡに割り当てられるＡＩＤ及び前記ＡＰのＢＳＳＩＤ（Ｂａｓｉｃ　
Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　ＩＤ）に基づいて計算されたか否かを決定するステップと、
前記フレームの前記部分ＡＩＤフィールドの値が、前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩ
Ｄ及び前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤに基づいて計算された場合に、前記フレームをデコード
するステップと、を含み、
前記ＡＩＤは、前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩＤ及び前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤに
基づいて計算された前記部分ＡＩＤ値が、前記ＡＰのＢＳＳＩＤの４８個のビット位置の
うちの４０番目のビット位置から４８番目のビット位置までの値を１０進数に変換した値
に対してモジューロ演算を適用することによって計算された第１部分ＡＩＤ値と同一にな
らないように割り当てられる、フレーム受信方法。
（項目２）
　前記ＡＩＤは、前記部分ＡＩＤ値がＯＢＳＳ（Ｏｖｅｒｌａｐｐｉｎｇ　ＢＳＳ）のＢ
ＳＳＩＤの４８個のビット位置のうちの４０番目のビット位置から４８番目のビット位置
までの値を１０進数に変換した値に対してモジューロ演算を適用することによって計算さ
れた第２部分ＡＩＤ値と同一にならないように割り当てられる、項目１に記載のフレーム
受信方法。
（項目３）
　前記第１部分ＡＩＤ値は、（ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［３９：４７］）ｍｏｄ（２９－１）
）＋１であり、
　ＢＳＳＩＤは、前記ＡＰのＢＳＳＩＤであり、
　ｄｅｃ（Ａ）はＡを１０進数に変換した値であり、
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　Ａ［ｂ：ｃ」は、２進数Ａの最初のビットがｂｉｔ０のとき、前記Ａのｂｉｔ　ｂから
ｂｉｔ　ｃまでであり、
　ｍｏｄは、モジューロ（ｍｏｄｕｌｏ）演算である、項目１に記載のフレーム受信方法
。
（項目４）
　前記第２部分ＡＩＤ値は、（ｄｅｃ（ＯＢＳＳ　ＢＳＳＩＤ［３９：４７］）ｍｏｄ（
２９－１））＋１であり、
　ＯＢＳＳ　ＢＳＳＩＤは、前記ＯＢＳＳのＢＳＳＩＤであり、
　ｄｅｃ（Ａ）は、Ａを１０進数に変換した値であり、
　Ａ［ｂ：ｃ」は、２進数Ａの最初のビットがｂｉｔ０のとき、前記Ａのｂｉｔ　ｂから
ｂｉｔ　ｃまでであり、
　ｍｏｄは、モジューロ（ｍｏｄｕｌｏ）演算である、項目２に記載のフレーム受信方法
。
（項目５）
　前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩＤ及び前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤに基づいて計算
された前記部分ＡＩＤ値は、ｄｅｃ（ＡＩＤ［０：８］＋ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４
７］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）×２５）ｍｏｄ　２９によって計算され、
　ＡＩＤは、前記ＳＴＡに割り当てられたＡＩＤであり、
　ＢＳＳＩＤは、前記ＡＰのＢＳＳＩＤであり、
　ｄｅｃ（Ａ）は、Ａを１０進数に変換した値であり、
　Ａ［ｂ：ｃ」は、２進数Ａの最初のビットがｂｉｔ０のとき、前記Ａのｂｉｔ　ｂから
ｂｉｔ　ｃまでであり、
　ｍｏｄは、モジューロ（ｍｏｄｕｌｏ）演算である、項目１に記載のフレーム受信方法
。
（項目６）
　前記ＡＰは、前記ＳＴＡが連携されたＡＰである、項目１に記載のフレーム受信方法。
（項目７）
　前記ＡＩＤは、前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩＤ及び前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤ
に基づいて計算された前記部分ＡＩＤ値が０と同一にならないように割り当てられる、項
目１に記載のフレーム受信方法。
（項目８）
　前記部分ＡＩＤフィールドは前記フレームのＳＩＧ－Ａフィールドに含まれる、項目１
に記載のフレーム受信方法。
（項目９）
　前記フレームは単一ユーザ（ＳＵ）フレームである、項目１に記載のフレーム受信方法
。
（項目１０）
　前記フレームは、１ＧＨｚ以下（ｓｕｂ－１ＧＨｚ）動作周波数で定義されるフレーム
である、項目１に記載のフレーム受信方法。
（項目１１）
　無線通信システムにおけるアクセスポイント（ＡＰ）でステーション（ＳＴＡ）にフレ
ームを送信する方法であって、
　前記ＡＰによって前記ＳＴＡに割り当てられる連携識別子（ＡＩＤ）及び前記ＡＰのＢ
ＳＳＩＤ（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　ＩＤ）に基づいて部分ＡＩＤ（ＰＡＲ
ＴＩＡＬ＿ＡＩＤ）を計算するステップと、
　前記部分ＡＩＤの計算結果に該当する値に設定された部分ＡＩＤフィールドを含む前記
フレームを前記ＳＴＡに送信するステップと、
を含み、
　前記ＡＩＤは、前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩＤ及び前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤ
に基づいて計算された前記部分ＡＩＤ値が、前記ＡＰのＢＳＳＩＤの４８個のビット位置
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のうちの４０番目のビット位置から４８番目のビット位置までの値を１０進数に変換した
値に対してモジューロ演算を適用することによって計算された第１部分ＡＩＤ値と同一に
ならないように割り当てられる、フレーム送信方法。
（項目１２）
　前記ＡＩＤは、前記部分ＡＩＤ値がＯＢＳＳ（Ｏｖｅｒｌａｐｐｉｎｇ　ＢＳＳ）のＢ
ＳＳＩＤの４８個のビット位置のうちの４０番目のビット位置から４８番目のビット位置
までの値を１０進数に変換した値に対してモジューロ演算を適用することによって計算さ
れた第２部分ＡＩＤ値と同一にならないように割り当てられる、項目１１に記載のフレー
ム送信方法。
（項目１３）
　無線通信システムにおけるアクセスポイント（ＡＰ）からフレームを受信するステーシ
ョン（ＳＴＡ）装置であって、
　送受信器と、
　プロセッサと、
を備え、
　前記プロセッサは、前記フレームの部分連携識別子（ＰＡＲＴＩＡＬ＿ＡＩＤ）フィー
ルドの値が、前記ＡＰによって前記ＳＴＡに割り当てられるＡＩＤ及び前記ＡＰのＢＳＳ
ＩＤ（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　ＩＤ）に基づいて計算されたか否かを決定
し；前記フレームの前記部分ＡＩＤフィールドの値が、前記ＳＴＡに割り当てられた前記
ＡＩＤ及び前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤに基づいて計算された場合に、前記フレームをデコ
ードするように設定され、
　前記ＡＩＤは、前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩＤ及び前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤ
に基づいて計算された前記部分ＡＩＤ値が、前記ＡＰのＢＳＳＩＤの４８個のビット位置
のうちの４０番目のビット位置から４８番目のビット位置までの値を１０進数に変換した
値に対してモジューロ演算を適用することによって計算された第１部分ＡＩＤ値と同一に
ならないように割り当てられる、フレーム受信ＳＴＡ装置。
（項目１４）
　無線通信システムにおけるステーション（ＳＴＡ）にフレームを送信するアクセスポイ
ント（ＡＰ）装置であって、
　送受信器と、
　プロセッサと、
を備え、
　前記プロセッサは、前記ＡＰによって前記ＳＴＡに割り当てられる連携識別子（ＡＩＤ
）及び前記ＡＰのＢＳＳＩＤ（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　ＩＤ）に基づいて
部分ＡＩＤ（ＰＡＲＴＩＡＬ＿ＡＩＤ）を計算し；前記部分ＡＩＤの計算結果に該当する
値に設定された部分ＡＩＤフィールドを含む前記フレームを前記送受信器を用いて前記Ｓ
ＴＡに送信するように設定され、
　前記ＡＩＤは、前記ＳＴＡに割り当てられた前記ＡＩＤ及び前記ＡＰの前記ＢＳＳＩＤ
に基づいて計算された前記部分ＡＩＤ値が、前記ＡＰのＢＳＳＩＤの４８個のビット位置
のうちの４０番目のビット位置から４８番目のビット位置までの値を１０進数に変換した
値に対してモジューロ演算を適用することによって計算された第１部分ＡＩＤ値と同一に
ならないように割り当てられる、フレーム送信ＡＰ装置。
【００２２】
　本発明について前述した一般的な説明と後述する詳細な説明は例示的なもので、請求項
に記載の発明に関する更なる説明のためのものである。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明では、部分連携識別子を含むフレームの新しい構成方法及び装置を提供すること
ができる。
【００２４】
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　本発明で得られる効果は以上に言及した効果に制限されず、言及していない他の効果は
、以下の記載から、本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する者に明らかに
なるであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
　本明細書に添付される図面は、本発明に関する理解を提供するためのもので、本発明の
様々な実施の形態を示し、明細書の記載と共に本発明の原理を説明するためのものである
。
【００２６】
【図１】図１は、本発明を適用し得るＩＥＥＥ　８０２．１１システムの例示的な構造を
示す図である。
【００２７】
【図２】図２は、本発明を適用し得るＩＥＥＥ　８０２．１１システムの他の例示的な構
造を示す図である。
【００２８】
【図３】図３は、本発明を適用し得るＩＥＥＥ　８０２．１１システムの更に他の例示的
な構造を示す図である。
【００２９】
【図４】図４は、無線ＬＡＮシステムの例示的な構造を示す図である。
【００３０】
【図５】図５は、無線ＬＡＮシステムにおけるリンクセットアップ過程を説明するための
図である。
【００３１】
【図６】図６は、バックオフ過程を説明するための図である。
【００３２】
【図７】図７は、隠れたノード及び露出されたノードを説明するための図である。
【００３３】
【図８】図８は、ＲＴＳとＣＴＳを説明するための図である。
【００３４】
【図９】図９は、電力管理動作を説明するための図である。
【００３５】
【図１０】図１０乃至図１２は、ＴＩＭを受信したＳＴＡの動作を詳しく説明するための
図である。
【図１１】図１０乃至図１２は、ＴＩＭを受信したＳＴＡの動作を詳しく説明するための
図である。
【図１２】図１０乃至図１２は、ＴＩＭを受信したＳＴＡの動作を詳しく説明するための
図である。
【００３６】
【図１３】図１３は、グループベースＡＩＤを説明するための図である。
【００３７】
【図１４】図１４は、ＳＵ／ＭＵフレームフォーマットを例示的に示す図である。
【００３８】
【図１５】図１５（ａ）は、ＡＩＤ再割当要請フレームフォーマットの一例を示し、図１
５（ｂ）は、ＡＩＤ再割当応答フレームフォーマットの一例を示す。
【００３９】
【図１６】図１６は、ＳＩＧ－Ｂフィールドとして使用可能な固定されたシーケンスの例
示を示す図である。
【００４０】
【図１７】図１７は、図１６の固定されたパターンがＰＰＤＵとして送信される場合に、
ＳＩＧ－Ｂフィールドで反復される方法を説明するための図である。
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【００４１】
【図１８】図１８は、本発明の一例に係るフレーム送受信方法を説明するための図である
。
【００４２】
【図１９】図１９は、本発明の一実施例に係る無線装置の構成を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　以下、本発明に係る好適な実施の形態を添付の図面を参照して詳しく説明する。添付の
図面と共に以下に開示される詳細な説明は、本発明の例示的な実施の形態を説明するため
のもので、本発明の唯一の実施の形態を示すためのものではない。以下の詳細な説明は本
発明の完全な理解を提供するために具体的な細部事項を含む。しかし、このような具体的
な細部事項なしにも本発明が実施され得るということが当業者には理解される。
【００４４】
　以下の実施例は、本発明の構成要素と特徴を所定の形態で結合したものである。各構成
要素又は特徴は、特別の言及がない限り、選択的なものと考慮すればよい。各構成要素又
は特徴は、他の構成要素や特徴と結合していない形態で実施されてもよく、一部の構成要
素及び／又は特徴を結合して本発明の実施例を構成してもよい。本発明の実施例で説明さ
れる動作の順序は変更されてもよい。ある実施例の一部の構成や特徴は、他の実施例に含
まれてもよく、他の実施例の対応する構成又は特徴に取り替えられてもよい。
【００４５】
　以下の説明で使われる特定用語は、本発明の理解を助けるために提供されるものであり
、このような特定用語の使用は、本発明の技術的思想から逸脱しない範囲で他の形態に変
更してもよい。
【００４６】
　場合によって、本発明の概念が曖昧になることを避けるために、公知の構造及び装置は
省略されたり、各構造及び装置の核心機能を中心にしたブロック図の形式で図示されるこ
ともある。また、本明細書全体を通じて同一の構成要素には同一の図面符号を付して説明
する。
【００４７】
　本発明の実施例は、無線アクセスシステムであるＩＥＥＥ　８０２システム、３ＧＰＰ
システム、３ＧＰＰ　ＬＴＥ及びＬＴＥ－Ａ（ＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）システム、並
びに３ＧＰＰ２システムの少なくとも一つに開示された標準文書によって裏付けることが
できる。すなわち、本発明の実施例において、本発明の技術的思想を明確にするために説
明を省いた段階又は部分は、上記の文書によって裏付けることができる。また、本文書で
開示している用語はいずれも上記の標準文書によって説明することができる。
【００４８】
　以下の技術は、ＣＤＭＡ（Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅ
ｓｓ）、ＦＤＭＡ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃ
ｅｓｓ）、ＴＤＭＡ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）
、ＯＦＤＭＡ（Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、ＳＣ－ＦＤＭＡ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）などのような様々
な無線アクセスシステムに用いることができる。ＣＤＭＡは、ＵＴＲＡ（Ｕｎｉｖｅｒｓ
ａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）やＣＤＭＡ２０００のよう
な無線技術（ｒａｄｉｏ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）によって具現することができる。ＴＤ
ＭＡは、ＧＳＭ（登録商標）（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　ｃ
ｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）／ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｒａｄｉｏ
　Ｓｅｒｖｉｃｅ）／ＥＤＧＥ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　Ｇ
ＳＭ（登録商標）　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）のような無線技術によって具現することができ
る。ＯＦＤＭＡは、ＩＥＥＥ　８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ　８０２．１６（



(11) JP 5866479 B2 2016.2.17

10

20

30

40

50

ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ　８０２－２０、Ｅ－ＵＴＲＡ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ）な
どのような無線技術によって具現することができる。明確性のために、以下では３ＧＰＰ
　ＬＴＥ及び３ＧＰＰ　ＬＴＥ－Ａシステムを中心に説明するが、本発明の技術的思想が
これに制限されるものではない。
【００４９】
　ＷＬＡＮシステムの構造
【００５０】
　図１は、本発明を適用できるＩＥＥＥ　８０２．１１システムの例示的な構造を示す図
である。
【００５１】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１構造は複数個の構成要素を含むことができ、それら構成要素の
相互作用によって上位層に対してトランスペアレントなＳＴＡ移動性を支援するＷＬＡＮ
を提供することができる。基本サービスセット（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ；
ＢＳＳ）はＩＥＥＥ　８０２．１１　ＬＡＮにおける基本的な構成ブロックに該当し得る
。図１では、２個のＢＳＳ（ＢＳＳ１及びＢＳＳ２）が存在し、それぞれのＢＳＳのメン
バーとして２個のＳＴＡが含まれること（ＳＴＡ１及びＳＴＡ２はＢＳＳ１に含まれ、Ｓ
ＴＡ３及びＳＴＡ４はＢＳＳ２に含まれる）を例示的に示している。図１で、ＢＳＳを示
す楕円は、当該ＢＳＳに含まれたＳＴＡが通信を維持するカバレッジ領域を示すものと理
解してもよい。この領域をＢＳＡ（Ｂａｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ａｒｅａ）と称するこ
とができる。ＳＴＡがＢＳＡの外へ移動すると、当該ＢＳＡ内の他のＳＴＡと直接通信で
きなくなる。
【００５２】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１　ＬＡＮにおいて最も基本的なタイプのＢＳＳは、独立したＢ
ＳＳ（Ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ　ＢＳＳ；ＩＢＳＳ）である。例えば、ＩＢＳＳは、２個
のＳＴＡだけで構成された最小の形態を有することができる。また、最も単純な形態であ
るとともに他の構成要素が省略されている図１のＢＳＳ（ＢＳＳ１又はＢＳＳ２）がＩＢ
ＳＳの代表的な例示に該当する。このような構成は、ＳＴＡ同士が直接通信できる場合に
可能である。また、このような形態のＬＡＮは、あらかじめ計画して構成されるものでは
なく、ＬＡＮが必要な場合に構成され、これをアド－ホック（ａｄ－ｈｏｃ）ネットワー
クと呼ぶこともできる。
【００５３】
　ＳＴＡがついたり消えたりすること、ＳＴＡがＢＳＳ領域に／から入ったり出たりする
ことなどによって、ＢＳＳにおいてＳＴＡのメンバーシップが動的に変更することがある
。ＢＳＳのメンバーになるためには、ＳＴＡは同期化過程を用いてＢＳＳにジョインすれ
ばよい。ＢＳＳ基盤構造の全てのサービスにアクセスするためには、ＳＴＡはＢＳＳに連
携されなければならない。このような連携（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）は動的に設定され
、分配システムサービス（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｓｅｒｖｉｃｅ；
ＤＳＳ）の利用を含んでもよい。
【００５４】
　図２は、本発明を適用できるＩＥＥＥ　８０２．１１システムの他の例示的な構造を示
す図である。図２は、図１の構造において、分配システム（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　
Ｓｙｓｔｅｍ；ＤＳ）、分配システム媒体（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　
Ｍｅｄｉｕｍ；ＤＳＭ）、アクセスポイント（Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ；ＡＰ）などの
構成要素が追加された形態である。
【００５５】
　ＬＡＮにおいて直接的なステーション－対－ステーションの距離はＰＨＹ性能によって
制限されることがある。このような距離の限界が充分な場合もあれば、より遠い距離のス
テーション間の通信が必要な場合もある。拡張されたカバレッジを支援するために分配シ
ステム（ＤＳ）を構成することができる。
【００５６】
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　ＤＳは、ＢＳＳ同士が相互接続される構造を意味する。具体的に、図１のようにＢＳＳ
が独立して存在する代わりに、複数個のＢＳＳで構成されたネットワークの拡張された形
態の構成要素としてＢＳＳが存在してもよい。
【００５７】
　ＤＳは論理的な概念であり、分配システム媒体（ＤＳＭ）の特性によって特定すること
ができる。これと関連して、ＩＥＥＥ　８０２．１１標準では無線媒体（Ｗｉｒｅｌｅｓ
ｓ　Ｍｅｄｉｕｍ；ＷＭ）と分配システム媒体（ＤＳＭ）とを論理的に区別している。そ
れぞれの論理的媒体は互いに異なる目的のために使用され、互いに異なる構成要素によっ
て使用される。ＩＥＥＥ　８０２．１１標準の定義では、このような媒体を互いに同一な
ものとも、互いに異なるものとも制限しない。このように複数個の媒体が論理的に互いに
異なるという点で、ＩＥＥＥ　８０２．１１　ＬＡＮ構造（ＤＳ構造又は他のネットワー
ク構造）の柔軟性を説明することができる。すなわち、ＩＥＥＥ　８０２．１１　ＬＡＮ
構造は様々に具現することができ、それぞれの具現例の物理的な特性によって独立的に当
該ＬＡＮ構造を特定することができる。
【００５８】
　ＤＳは複数個のＢＳＳのシームレス（ｓｅａｍｌｅｓｓ）な統合を提供し、あて先への
アドレスを扱うために必要な論理的サービスを提供することによって移動機器を支援する
ことができる。
【００５９】
　ＡＰとは、連携されているＳＴＡに対してＷＭを通じてＤＳへのアクセスを可能にし、
且つＳＴＡ機能性を有する個体を意味する。ＡＰを通じてＢＳＳ及びＤＳ間のデータ移動
が行われてもよい。例えば、図２に示すＳＴＡ２及びＳＴＡ３は、ＳＴＡの機能性を有す
るとともに、連携されているＳＴＡ（ＳＴＡ１及びＳＴＡ４）をＤＳにアクセスさせる機
能を持つ。また、いかなるＡＰも基本的にＳＴＡに該当するため、ＡＰはいずれもアドレ
ス可能な個体である。ＷＭ上での通信のためにＡＰによって用いられるアドレスとＤＳＭ
上での通信のためにＡＰによって用いられるアドレスは必ずしも同一である必要はない。
【００６０】
　ＡＰに連携されているＳＴＡのいずれか一つから当該ＡＰのＳＴＡアドレスに送信され
るデータは、常に非制御ポート（ｕｎｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ｐｏｒｔ）で受信され、Ｉ
ＥＥＥ　８０２．１Ｘポートアクセス個体によって処理されてもよい。また、制御ポート
（ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　ｐｏｒｔ）が認証されると、送信データ（又は、フレーム）は
ＤＳに伝達されてもよい。
【００６１】
　図３は、本発明を適用できるＩＥＥＥ　８０２．１１システムのさらに他の例示的な構
造を示す図である。図３では、図２の構造にさらに広いカバレッジを提供するための拡張
されたサービスセット（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ；ＥＳＳ）を概念的
に示す。
【００６２】
　任意の（ａｒｂｉｔｒａｒｙ）大きさ及び複雑度を有する無線ネットワークがＤＳ及び
ＢＳＳで構成されてもよい。ＩＥＥＥ　８０２．１１システムではこのような方式のネッ
トワークをＥＳＳネットワークと称する。ＥＳＳは、一つのＤＳに接続されたＢＳＳの集
合に該当し得る。しかし、ＥＳＳはＤＳを含まない。ＥＳＳネットワークはＬＬＣ（Ｌｏ
ｇｉｃａｌ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層でＩＢＳＳネットワークとして見える点が特
徴である。ＥＳＳに含まれるＳＴＡは互いに通信することができ、移動ＳＴＡはＬＬＣに
トランスペアレントに一つのＢＳＳから他のＢＳＳに（同一ＥＳＳ内で）移動することが
できる。
【００６３】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１では、図３におけるＢＳＳの相対的な物理的位置について何ら
仮定しておらず、次のようないずれの形態も可能である。ＢＳＳは部分的に重なってもよ
く、これは、連続したカバレッジを提供するために一般に利用される形態である。また、
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ＢＳＳは物理的に接続していなくてもよく、論理的にはＢＳＳ同士間の距離に制限はない
。また、ＢＳＳ同士は物理的に同一位置に位置してもよく、これはリダンダンシーを提供
するために用いることができる。また、一つ（又は、一つ以上の）ＩＢＳＳ又はＥＳＳネ
ットワークが一つ（又は一つ以上の）ＥＳＳネットワークとして同一空間に物理的に存在
してもよい。これは、ＥＳＳネットワークが存在する位置にアド－ホックネットワークが
動作する場合、互いに異なる機関（ｏｒｇａｎｉｚａｔｉｏｎｓ）によって物理的に重な
るＩＥＥＥ　８０２．１１ネットワークが構成される場合、又は、同一位置で２つ以上の
互いに異なるアクセス及び保安政策が必要な場合などにおける、ＥＳＳネットワーク形態
に該当し得る。
【００６４】
　図４は、無線ＬＡＮシステムの例示的な構造を示す図である。図４では、ＤＳを含む基
盤構造ＢＳＳの一例が示されている。
【００６５】
　図４の例示で、ＢＳＳ１及びＢＳＳ２がＥＳＳを構成する。無線ＬＡＮシステムにおい
てＳＴＡはＩＥＥＥ　８０２．１１のＭＡＣ／ＰＨＹ規定に従って動作する機器である。
ＳＴＡはＡＰ　ＳＴＡ及び非－ＡＰ（ｎｏｎ－ＡＰ）ＳＴＡを含む。Ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴ
Ａは、ラップトップコンピュータ、移動電話機のように、一般にユーザが直接扱う機器に
該当する。図４の例示で、ＳＴＡ１、ＳＴＡ３、ＳＴＡ４はｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡに該当
し、ＳＴＡ２及びＳＴＡ５はＡＰ　ＳＴＡに該当する。
【００６６】
　以下の説明で、ｎｏｎ－ＡＰ　ＳＴＡは、端末（ｔｅｒｍｉｎａｌ）、無線送受信ユニ
ット（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｔｒａｎｓｍｉｔ／Ｒｅｃｅｉｖｅ　Ｕｎｉｔ；ＷＴＲＵ）、
ユーザ装置（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ；ＵＥ）、移動局（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔ
ｉｏｎ；ＭＳ）、移動端末（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｒｍｉｎａｌ）、移動加入者局（Ｍｏｂ
ｉｌｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ；ＭＳＳ）などと呼ぶことができる。ま
た、ＡＰは、他の無線通信分野における基地局（Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ；ＢＳ）、ノ
ード－Ｂ（Ｎｏｄｅ－Ｂ）、発展したノード－Ｂ（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ－Ｂ；ｅＮ
Ｂ）、基底送受信システム（Ｂａｓｅ　Ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　Ｓｙｓｔｅｍ；ＢＴＳ
）、フェムト基地局（Ｆｅｍｔｏ　ＢＳ）などに対応する概念である。
【００６７】
　リンクセットアップ過程
【００６８】
　図５は、一般のリンクセットアップ（ｌｉｎｋ　ｓｅｔｕｐ）過程を説明するための図
である。
【００６９】
　ＳＴＡがネットワークに対してリンクをセットアップし、データを送受信するためには
、まず、ネットワークを発見（ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ）し、認証（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔ
ｉｏｎ）を行い、連携（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）を確立（ｅｓｔａｂｌｉｓｈ）し、保
安（ｓｅｃｕｒｉｔｙ）のための認証手順などを行わなければならない。リンクセットア
ップ過程をセッション開始過程、セッションセットアップ過程と呼ぶこともできる。また
、リンクセットアップ過程における発見、認証、連携、保安設定の過程を総称して連携過
程と呼ぶこともできる。
【００７０】
　図５を参照して例示的なリンクセットアップ過程について説明する。
【００７１】
　段階Ｓ５１０で、ＳＴＡはネットワーク発見動作を行うことができる。ネットワーク発
見動作はＳＴＡのスキャニング（ｓｃａｎｎｉｎｇ）動作を含むことができる。すなわち
、ＳＴＡがネットワークにアクセスするためには、参加可能なネットワークを探さなけれ
ばならない。ＳＴＡは無線ネットワークに参加する前に互換可能なネットワークを識別し
なければならないが、特定領域に存在するネットワーク識別過程をスキャニングという。
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【００７２】
　スキャニング方式には、能動的スキャニング（ａｃｔｉｖｅ　ｓｃａｎｎｉｎｇ）と受
動的スキャニング（ｐａｓｓｉｖｅ　ｓｃａｎｎｉｎｇ）がある。
【００７３】
　図５では例示として能動的スキャニング過程を含むネットワーク発見動作を示す。能動
的スキャニングにおいて、スキャニングを行うＳＴＡはチャネルを移りながら周辺にどの
ＡＰが存在するかを探索するためにプローブ要請フレーム（ｐｒｏｂｅ　ｒｅｑｕｅｓｔ
　ｆｒａｍｅ）を送信して、それに対する応答を待つ。応答者（ｒｅｓｐｏｎｄｅｒ）は
、プローブ要請フレームを送信したＳＴＡに、プローブ要請フレームに対する応答として
プローブ応答フレーム（ｐｒｏｂｅ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｆｒａｍｅ）を送信する。ここ
で、応答者は、スキャニングされているチャネルのＢＳＳで最後にビーコンフレーム（ｂ
ｅａｃｏｎ　ｆｒａｍｅ）を送信したＳＴＡであってもよい。ＢＳＳでは、ＡＰがビーコ
ンフレームを送信するため、ＡＰが応答者となり、ＩＢＳＳでは、ＩＢＳＳ内のＳＴＡが
交互にビーコンフレームを送信するため、応答者が一定でない。例えば、１番チャネルで
プローブ要請フレームを送信し、１番チャネルでプローブ応答フレームを受信したＳＴＡ
は、受信したプローブ応答フレームに含まれたＢＳＳ関連情報を保存し、次のチャネル（
例えば、２番チャネル）に移動して同一の方法でスキャニング（すなわち、２番チャネル
上でプローブ要請／応答の送受信）を行うことができる。
【００７４】
　図５には示していないが、スキャニング動作は受動的スキャニング方式で行われてもよ
い。受動的スキャニングにおいて、スキャニングを行うＳＴＡはチャネルを移りながらビ
ーコンフレームを待つ。ビーコンフレームは、ＩＥＥＥ　８０２．１１において管理フレ
ーム（ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｆｒａｍｅ）の一つであり、無線ネットワークの存在を知
らせ、スキャニングを行うＳＴＡが無線ネットワークを探して無線ネットワークに参加で
きるように、周期的に送信される。ＢＳＳでＡＰがビーコンフレームを周期的に送信する
役割を担い、ＩＢＳＳではＩＢＳＳ内のＳＴＡが交互にビーコンフレームを送信する。ス
キャニングを行うＳＴＡはビーコンフレームを受信すると、ビーコンフレームに含まれた
ＢＳＳに関する情報を保存し、他のチャネルに移動しながら各チャネルでビーコンフレー
ム情報を記録する。ビーコンフレームを受信したＳＴＡは、受信したビーコンフレームに
含まれたＢＳＳ関連情報を保存し、次のチャネルに移動して同一の方法で次のチャネルで
スキャニングを行うことができる。
【００７５】
　能動的スキャニングと受動的スキャニングとを比較すれば、能動的スキャニングが受動
的スキャニングに比べてディレー（ｄｅｌａｙ）及び電力消耗が小さいという利点がある
。
【００７６】
　ＳＴＡがネットワークを発見した後に、段階Ｓ５２０で認証過程を行うことができる。
このような認証過程は、後述する段階Ｓ５４０の保安セットアップ動作と明確に区別する
ために、第１の認証（ｆｉｒｓｔ　ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ）過程と呼ぶことがで
きる。
【００７７】
　認証過程は、ＳＴＡが認証要請フレーム（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　ｒｅｑｕｅ
ｓｔ　ｆｒａｍｅ）をＡＰに送信し、これに応答してＡＰが認証応答フレーム（ａｕｔｈ
ｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｆｒａｍｅ）をＳＴＡに送信する過程を含む
。認証要請／応答に用いられる認証フレーム（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　ｆｒａｍ
ｅ）は管理フレームに該当する。
【００７８】
　認証フレームは、認証アルゴリズム番号（ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　ａｌｇｏｒ
ｉｔｈｍ　ｎｕｍｂｅｒ）、認証トランザクションシーケンス番号（ａｕｔｈｅｎｔｉｃ
ａｔｉｏｎ　ｔｒａｎｓａｃｔｉｏｎ　ｓｅｑｕｅｎｃｅ　ｎｕｍｂｅｒ）、状態コード
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（ｓｔａｔｕｓ　ｃｏｄｅ）、検問テキスト（ｃｈａｌｌｅｎｇｅ　ｔｅｘｔ）、ＲＳＮ
（Ｒｏｂｕｓｔ　Ｓｅｃｕｒｉｔｙ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、有限循環グループ（Ｆｉｎｉｔ
ｅ　Ｃｙｃｌｉｃ　Ｇｒｏｕｐ）などに関する情報を含むことができる。これは、認証要
請／応答フレームに含まれ得る情報の一例示に過ぎず、他の情報に置き換わったり、追加
の情報がさらに含まれたりしてもよい。
【００７９】
　ＳＴＡは認証要請フレームをＡＰに送信することができる。ＡＰは、受信された認証要
請フレームに含まれた情報に基づいて、当該ＳＴＡに対する認証を許容するか否かを決定
することができる。ＡＰは認証処理の結果を認証応答フレームを通じてＳＴＡに提供する
ことができる。
【００８０】
　ＳＴＡが成功的に認証された後に、段階Ｓ５３０で連携過程を行うことができる。連携
過程は、ＳＴＡが連携要請フレーム（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｒｅｑｕｅｓｔ　ｆｒａ
ｍｅ）をＡＰに送信し、それに応答してＡＰが連携応答フレーム（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏ
ｎ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｆｒａｍｅ）をＳＴＡに送信する過程を含む。
【００８１】
　例えば、連携要請フレームは、様々な能力（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）に関する情報、ビ
ーコン聴取間隔（ｌｉｓｔｅｎ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）、ＳＳＩＤ（ｓｅｒｖｉｃｅ　ｓｅ
ｔ　ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、支援レート（ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ｒａｔｅｓ）、支援チ
ャネル（ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌｓ）、ＲＳＮ、移動性ドメイン、支援オペ
レーティングクラス（ｓｕｐｐｏｒｔｅｄ　ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　ｃｌａｓｓｅｓ）、Ｔ
ＩＭ放送要請（Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｍａｐ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　
ｒｅｑｕｅｓｔ）、相互動作（ｉｎｔｅｒｗｏｒｋｉｎｇ）サービス能力などに関する情
報を含むことができる。
【００８２】
　例えば、連携応答フレームは、様々な能力に関する情報、状態コード、ＡＩＤ（Ａｓｓ
ｏｃｉａｔｉｏｎ　ＩＤ）、支援レート、ＥＤＣＡ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｉｓｔｒｉｂ
ｕｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｃｃｅｓｓ）パラメータセット、ＲＣＰＩ（Ｒｅｃｅｉｖ
ｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｐｏｗｅｒ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、ＲＳＮＩ（Ｒｅｃｅｉｖｅ
ｄ　Ｓｉｇｎａｌ　ｔｏ　Ｎｏｉｓｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、移動性ドメイン、タイム
アウト間隔（連携カムバック時間（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　ｃｏｍｅｂａｃｋ　ｔｉｍ
ｅ））、重畳（ｏｖｅｒｌａｐｐｉｎｇ）ＢＳＳスキャンパラメータ、ＴＩＭ放送応答、
ＱｏＳマップなどの情報を含むことができる。
【００８３】
　これは連携要請／応答フレームに含まれ得る情報の一例に過ぎず、他の情報に置き換わ
ったり、追加の情報がさらに含まれたりしてもよい。
【００８４】
　ＳＴＡがネットワークに成功的に連携された後に、段階Ｓ５４０で保安セットアップ過
程を行うことができる。段階Ｓ５４０の保安セットアップ過程は、ＲＳＮＡ（Ｒｏｂｕｓ
ｔ　Ｓｅｃｕｒｉｔｙ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）要請／応答を通じた
認証過程ということもでき、上記の段階Ｓ５２０の認証過程を第１の認証（ｆｉｒｓｔ　
ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ）過程とし、段階Ｓ５４０の保安セットアップ過程を単純
に認証過程と呼ぶこともできる。
【００８５】
　段階Ｓ５４０の保安セットアップ過程は、例えば、ＥＡＰＯＬ（Ｅｘｔｅｎｓｉｂｌｅ
　Ａｕｔｈｅｎｔｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　ｏｖｅｒ　ＬＡＮ）フレームを通
じた４－ウェイ（ｗａｙ）ハンドシェーキングを通じて、プライベートキーセットアップ
（ｐｒｉｖａｔｅ　ｋｅｙ　ｓｅｔｕｐ）をする過程を含むことができる。また、保安セ
ットアップ過程は、ＩＥＥＥ　８０２．１１標準で定義しない保安方式によって行われて
もよい。
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【００８６】
　ＷＬＡＮの進化
【００８７】
　無線ＬＡＮで通信速度の限界を克服するために比較的最近に制定された技術標準として
ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎがある。ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎは、ネットワークの速度と
信頼性を増大させ、且つ無線ネットワークの運営距離を拡張することに目的がある。より
具体的に、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎは、データ処理速度が最大５４０Ｍｂｐｓ以上であ
る高処理率（Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ；ＨＴ）を支援するとともに、送信エラー
を最小化し、データ速度を最適化するために送信端と受信端の両方とも多重アンテナを使
用するＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｉｎｐｕｔｓ　ａｎｄ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔ
ｐｕｔｓ）技術に基づいている。
【００８８】
　無線ＬＡＮの普及が活性化され、さらにそれを用いたアプリケーションが多様化するに
伴って、最近ではＩＥＥＥ　８０２．１１ｎが支援するデータ処理速度よりも高い処理率
を支援するための新しい無線ＬＡＮシステムの必要性が台頭している。超高処理率（Ｖｅ
ｒｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ；ＶＨＴ）を支援する次世代無線ＬＡＮシステム
は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ｎ無線ＬＡＮシステムの次のバージョン（例えば、ＩＥＥＥ
　８０２．１１ａｃ）であり、ＭＡＣサービスアクセスポイント（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ；ＳＡＰ）で１Ｇｂｐｓ以上のデータ処理速度を支援するために最
近に新しく提案されているＩＥＥＥ　８０２．１１無線ＬＡＮシステムの一つである。
【００８９】
　次世代無線ＬＡＮシステムは、無線チャネルを效率的に利用するために複数のＳＴＡが
同時にチャネルにアクセスするＭＵ－ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ　Ｕｓｅｒ　Ｍｕｌｔｉｐｌ
ｅ　Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）方式の送信を支援する。ＭＵ－ＭＩ
ＭＯ送信方式によれば、ＡＰが、ＭＩＭＯペアリング（ｐａｉｒｉｎｇ）された一つ以上
のＳＴＡに同時にパケットを送信することができる。
【００９０】
　また、ホワイトスペース（ｗｈｉｔｅ　ｓｐａｃｅ）で無線ＬＡＮシステム動作を支援
することが議論されている。例えば、アナログＴＶのデジタル化による遊休状態の周波数
帯域（例えば、５４～６９８ＭＨｚ帯域）のようなＴＶホワイトスペース（ＴＶＷＳ）で
の無線ＬＡＮシステムの導入は、ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｆ標準として議論されている
。しかし、これは例示に過ぎず、ホワイトスペースは、許可されたユーザ（ｌｉｃｅｎｓ
ｅｄ　ｕｓｅｒ）が優先して使用できる許可された帯域といえる。許可されたユーザは、
許可された帯域の使用が許可されたユーザのことを意味し、許可された装置（ｌｉｃｅｎ
ｓｅｄ　ｄｅｖｉｃｅ）、プライマリユーザ（ｐｒｉｍａｒｙ　ｕｓｅｒ）、優先的ユー
ザ（ｉｎｃｕｍｂｅｎｔ　ｕｓｅｒ）などと呼ぶこともできる。
【００９１】
　例えば、ＷＳで動作するＡＰ及び／又はＳＴＡは、許可されたユーザに対する保護（ｐ
ｒｏｔｅｃｔｉｏｎ）機能を提供しなければならない。例えば、ＷＳ帯域で特定帯域幅を
有するように規約（ｒｅｇｕｌａｔｉｏｎ）上分割されている周波数帯域である特定ＷＳ
チャネルを、マイクロホン（ｍｉｃｒｏｐｈｏｎｅ）のような許可されたユーザが既に使
用している場合、許可されたユーザを保護するために、ＡＰ及び／又はＳＴＡは当該ＷＳ
チャネルに該当する周波数帯域は使用することができない。また、ＡＰ及び／又はＳＴＡ
は、現在フレーム送信及び／又は受信のために使用している周波数帯域を許可されたユー
ザが使用するようになると、当該周波数帯域の使用を中止しなければならない。
【００９２】
　そのため、ＡＰ及び／又はＳＴＡは、ＷＳ帯域中の特定周波数帯域の使用が可能か否か
、すなわち、当該周波数帯域に許可されたユーザが存在するか否かを把握する手順を先行
しなければならない。許可されたユーザが特定周波数帯域に存在するか否かを把握するこ
とをスペクトルセンシング（ｓｐｅｃｔｒｕｍ　ｓｅｎｓｉｎｇ）という。スペクトルセ
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ンシングメカニズムとして、エネルギー探知（ｅｎｅｒｇｙ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）方式
、信号探知（ｓｉｇｎａｔｕｒｅ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）方式などが活用される。受信信
号の強度が一定値以上であれば、許可されたユーザが使用中であると判断したり、ＤＴＶ
プリアンブル（ｐｒｅａｍｂｌｅ）が検出されると、許可されたユーザが使用中であると
判断すればよい。
【００９３】
　また、次世代通信技術としてＭ２Ｍ（Ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ－Ｍａｃｈｉｎｅ）通信技
術が議論されている。ＩＥＥＥ　８０２．１１無線ＬＡＮシステムでもＭ２Ｍ通信を支援
するための技術標準がＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈとして開発されている。Ｍ２Ｍ通信は
、一つ以上のマシン（Ｍａｃｈｉｎｅ）が含まれる通信方式を意味し、ＭＴＣ（Ｍａｃｈ
ｉｎｅ　Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）又は事物通信と呼ばれることもある。
ここで、マシンとは、人間の直接的な操作や介入を必要としない個体（ｅｎｔｉｔｙ）を
意味する。例えば、無線通信モジュールが搭載された検針機（ｍｅｔｅｒ）や自動販売機
のような装置を含めて、ユーザの操作／介入無しで自動でネットワークに接続して通信を
行うことができるスマートフォンのようなユーザ機器もマシンの例示に該当し得る。Ｍ２
Ｍ通信は、デバイス間の通信（例えば、Ｄ２Ｄ（Ｄｅｖｉｃｅ－ｔｏ－Ｄｅｖｉｃｅ）通
信）、デバイスとサーバー（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓｅｒｖｅｒ）間の通信などを含
むことができる。デバイスとサーバー間の通信の例示としては、自動販売機とサーバー、
ＰＯＳ（Ｐｏｉｎｔ　ｏｆ　Ｓａｌｅ）装置とサーバー、電気、ガス又は水道検針機とサ
ーバー間の通信が挙げられる。その他にも、Ｍ２Ｍ通信ベースのアプリケーション（ａｐ
ｐｌｉｃａｔｉｏｎ）には、保安（ｓｅｃｕｒｉｔｙ）、運送（ｔｒａｎｓｐｏｒｔａｔ
ｉｏｎ）、ヘルスケア（ｈｅａｌｔｈ　ｃａｒｅ）などが含まれてもよい。このような適
用例の特性を考慮すると、一般に、Ｍ２Ｍ通信は、数多くの機器が存在する環境でたまに
少量のデータを低速で送受信することを支援できるものでなければならない。
【００９４】
　具体的に、Ｍ２Ｍ通信は多数のＳＴＡを支援できるものでなければならない。現在定義
されている無線ＬＡＮシステムでは、一つのＡＰに最大２００７個のＳＴＡが連携される
場合を仮定するが、Ｍ２Ｍ通信ではそれよりも多い個数（約６０００個）のＳＴＡが一つ
のＡＰに連携される場合を支援する方案が議論されている。また、Ｍ２Ｍ通信では低い送
信速度を支援／要求するアプリケーションが多いと予想される。これを円滑に支援するた
めに、例えば、無線ＬＡＮシステムでは、ＴＩＭ（Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏ
ｎ　Ｍａｐ）要素に基づいてＳＴＡが自身に送信されるデータの有無を認知できるが、Ｔ
ＩＭのビットマップサイズを減らす方案が議論されている。また、Ｍ２Ｍ通信では送信／
受信間隔が非常に長いトラフィックが多いと予想される。例えば、電気／ガス／水道の使
用量のように長い周期（例えば、１ケ月）ごとに大変少ない量のデータをやり取りするこ
とが要求される。そのため、無線ＬＡＮシステムでは、一つのＡＰに連携され得るＳＴＡ
の個数が非常に多くなっても、一つのビーコン周期の間にＡＰから受信するデータフレー
ムが存在するＳＴＡの個数が大変少ない場合を效率的に支援する方案が議論されている。
【００９５】
　このように無線ＬＡＮ技術は急速に進化しつつあり、前述の例示に加えて、直接リンク
セットアップ、メディアストリーミング性能の改善、高速及び／又は大規模の初期セッシ
ョンセットアップの支援、拡張された帯域幅及び動作周波数の支援などのための技術が開
発されている。
【００９６】
　１ＧＨｚ未満（ｓｕｂ－１ＧＨｚ）で動作するＷＬＡＮ
【００９７】
　前述したように、Ｍ２Ｍ通信をユースケース（ｕｓｅ　ｃａｓｅ）とするＩＥＥＥ　８
０２．１１ａｈ標準が議論されている。ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈ標準は、１ＧＨｚ未
満（ｓｕｂ－１ＧＨｚ）の動作周波数においてＴＶホワイトスペース帯域（ｗｈｉｔｅｓ
ｐａｃｅ　ｂａｎｄ）を除いた非免許（ｕｎｌｉｃｅｎｓｅｄ）帯域で動作し、既存の室
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内（ｉｎｄｏｏｒ）カバレッジを主に支援していたＷＬＡＮに比べて格段に広いカバレッ
ジ（例えば、最大１ｋｍ）を有することができる。すなわち、既存の２．４ＧＨｚや５Ｇ
Ｈｚの周波数で動作するＷＬＡＮと違い、ｓｕｂ－１ＧＨｚ（例えば、７００乃至９００
ＭＨｚ）動作周波数帯域でＷＬＡＮが用いられると、当該帯域の伝搬特性によって、同一
伝送電力でＡＰのカバレッジが略２～３倍に拡張される。この場合、一つのＡＰ当たり極
めて多数のＳＴＡが接続可能であるという特徴を有する。ＩＥＥＥ　８０２．１１ａｈ標
準で考慮しているユースケースを要約すると、下記の表１の通りである。
【００９８】
【表１】

【００９９】
　上記の表１のユースケース１によれば、種々のセンサー／メーター装置が８０２．１１
ａｈＡＰに接続してＭ２Ｍ通信を行うことができる。特に、スマートグリッド（ｓｍａｒ
ｔ　ｇｒｉｄ）の場合、最大６，０００個のセンサー／メーター装置が一つのＡＰに接続
することができる。
【０１００】
　上記の表１のユースケース２によれば、広いカバレッジを提供する８０２．１１ａｈ　
ＡＰが、ＩＥＥＥ　８０２．１５．４ｇのような他のシステムにおいてバックホールリン
ク（ｂａｃｋｈａｕｌ　ｌｉｎｋ）の役割を担うことができる。
【０１０１】
　上記の表１のユースケース３によれば、拡張されたホームカバレッジ（Ｅｘｔｅｎｄｅ
ｄ　ｈｏｍｅ　ｃｏｖｅｒａｇｅ）、キャンパス広さのカバレッジ（Ｃａｍｐｕｓ　ｗｉ
ｄｅ　ｃｏｖｅｒａｇｅ）、ショッピングモール（Ｓｈｏｐｐｉｎｇ　ｍａｌｌｓ）のよ
うな室外拡張された範囲のホットスポット（ｏｕｔｄｏｏｒ　ｅｘｔｅｎｄｅｄ　ｒａｎ
ｇｅ　ｈｏｔｓｐｏｔ）通信を支援することができる。また、ユースケース３によれば、
８０２．１１ａｈ　ＡＰがセルラー移動通信のトラフィックオフローディング（ｔｒａｆ
ｆｉｃ　ｏｆｆｌｏａｄｉｎｇ）を支援することによって、セルラートラフィックの過負
荷を分散させる機能を果たすこともできる。
【０１０２】
　このようなｓｕｂ－１ＧＨｚ帯域における通信のための物理層（ＰＨＹ）の構成は、既
存のＩＥＥＥ　８０２．１１ａｃ　ＰＨＹを１／１０ダウンクロッキング（ｄｏｗｎ－ｃ
ｌｏｃｋｉｎｇ）することによって具現することができる。この場合、８０２．１１ａｃ
における２０／４０／８０／１６０／８０＋８０ＭＨｚチャネル帯域幅は、１／１０ダウ
ンクロッキングを用いて、ｓｕｂ－１ＧＨｚ帯域で２／４／８／１６／８＋８ＭＨｚチャ
ネル帯域幅を提供することができる。これによって、ガード区間（Ｇｕａｒｄ　Ｉｎｔｅ
ｒｖａｌ；ＧＩ）は０．８μｓから８μｓへと１０倍増加する。下記の表２は、８０２．
１１ａｃ　ＰＨＹの処理量（ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）と、１／１０ダウンクロッキングさ
れたｓｕｂ－１ＧＨｚ　ＰＨＹの処理量とを比較するものである。
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【０１０３】
【表２】

【０１０４】
　媒体アクセスメカニズム
【０１０５】
　ＩＥＥＥ　８０２．１１に基づく無線ＬＡＮシステムにおいて、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ
　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）の基本アクセスメカニズムは、ＣＳＭＡ／ＣＡ（Ｃａ
ｒｒｉｅｒ　Ｓｅｎｓｅ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｌｌｉｓｉ
ｏｎ　Ａｖｏｉｄａｎｃｅ）メカニズムである。ＣＳＭＡ／ＣＡメカニズムは、ＩＥＥＥ
　８０２．１１　ＭＡＣの分配調整機能（Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔ
ｉｏｎ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ、ＤＣＦ）とも呼ばれるが、基本的に「ｌｉｓｔｅｎ　ｂｅｆ
ｏｒｅ　ｔａｌｋ」アクセスメカニズムを採用している。このような類型のアクセスメカ
ニズムによれば、ＡＰ及び／又はＳＴＡは送信を開始するに先立ち、所定の時間区間（例
えば、ＤＩＦＳ（ＤＣＦ　Ｉｎｔｅｒ－Ｆｒａｍｅ　Ｓｐａｃｅ）の間に無線チャネル又
は媒体（ｍｅｄｉｕｍ）をセンシング（ｓｅｎｓｉｎｇ）するＣＣＡ（Ｃｌｅａｒ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ　Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔ）を行うことができる。センシングの結果、媒体が遊
休状態（ｉｄｌｅ　ｓｔａｔｕｓ）と判断されると、当該媒体を通じてフレーム送信を始
める。一方、媒体が占有状態（ｏｃｃｕｐｉｅｄ　ｓｔａｔｕｓ）と感知されると、当該
ＡＰ及び／又はＳＴＡは自分の送信を開始せず、媒体アクセスのための遅延期間（例えば
、任意バックオフ周期（ｒａｎｄｏｍ　ｂａｃｋｏｆｆ　ｐｅｒｉｏｄ））を設定して待
った後、フレーム送信を試みることができる。任意バックオフ周期の適用から、複数のＳ
ＴＡはそれぞれ異なった時間待った後にフレーム送信を試みることが期待されるため、衝
突（ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ）を最小化することができる。
【０１０６】
　また、ＩＥＥＥ　８０２．１１　ＭＡＣプロトコルはＨＣＦ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ｃｏｏｒ
ｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）を提供する。ＨＣＦはＤＣＦとＰＣＦ（Ｐｏｉｎ
ｔ　Ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）に基づく。ＰＣＦは、ポーリング（
ｐｏｌｌｉｎｇ）ベースの同期式アクセス方式で、全ての受信ＡＰ及び／又はＳＴＡがデ
ータフレームを受信できるように周期的にポーリングする方式のことをいう。また、ＨＣ
Ｆは、ＥＤＣＡ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄｉｓｔｒｉｂｕｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｃｃ
ｅｓｓ）とＨＣＣＡ（ＨＣＦ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ａｃｃｅｓｓ）
を有する。ＥＤＣＡは、提供者が複数のユーザにデータフレームを提供するためのアクセ
ス方式を競合ベースとするものであり、ＨＣＣＡは、ポーリングメカニズムを用いた非競
合ベースのチャネルアクセス方式を用いるものである。また、ＨＣＦは、ＷＬＡＮのＱｏ
Ｓ（Ｑｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）を向上させるための媒体アクセスメカニズ
ムを含み、競合周期（Ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｏｄ；ＣＰ）、非競合周期（Ｃｏ
ｎｔｅｎｔｉｏｎ　Ｆｒｅｅ　Ｐｅｒｉｏｄ；ＣＦＰ）のいずれにおいてもＱｏＳデータ
を送信することができる。
【０１０７】
　図６は、バックオフ過程を説明するための図である。
【０１０８】
　図６を参照して任意バックオフ周期に基づく動作について説明する。占有（ｏｃｃｕｐ
ｙ又はｂｕｓｙ）状態だった媒体が遊休（ｉｄｌｅ）状態に変更されると、複数のＳＴＡ
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はデータ（又はフレーム）送信を試みることができる。この時、衝突を最小化するための
方案として、ＳＴＡはそれぞれ任意バックオフカウントを選択し、それに該当するスロッ
ト時間だけ待機した後、送信を試みることができる。任意バックオフカウントは、擬似－
任意整数（ｐｓｅｕｄｏ－ｒａｎｄｏｍ　ｉｎｔｅｇｅｒ）値を有し、０乃至ＣＷ範囲の
値のいずれか一つに決定され得る。ここで、ＣＷは、競合ウィンドウ（Ｃｏｎｔｅｎｔｉ
ｏｎ　Ｗｉｎｄｏｗ）パラメータ値である。ＣＷパラメータは初期値としてＣＷｍｉｎが
与えられるが、送信失敗の場合（例えば、送信されたフレームに対するＡＣＫを受信でき
なかった場合）に２倍の値を取ることができる。ＣＷパラメータ値がＣＷｍａｘになると
、データ送信に成功するまでＣＷｍａｘ値を維持しながらデータ送信を試みることができ
、データ送信に成功する場合にはＣＷｍｉｎ値にリセットされる。ＣＷ、ＣＷｍｉｎ及び
ＣＷｍａｘ値は２ｎ－１（ｎ＝０，１，２，…）に設定されることが好ましい。
【０１０９】
　任意バックオフ過程が始まると、ＳＴＡは、決定されたバックオフカウント値によって
バックオフスロットをカウントダウンする間に続けて媒体をモニタする。媒体が占有状態
とモニタされるとカウントダウンを止めて待機し、媒体が遊休状態になると残りのカウン
トダウンを再開する。
【０１１０】
　図６の例示で、ＳＴＡ３のＭＡＣに送信するパケットが到達した場合に、ＳＴＡ３はＤ
ＩＦＳだけ媒体が遊休状態であることを確認し、直ちにフレームを送信することができる
。一方、残りのＳＴＡは、媒体が占有（ｂｕｓｙ）状態であることをモニタして待機する
。その間にＳＴＡ１、ＳＴＡ２及びＳＴＡ５のそれぞれでも送信するデータが発生するこ
とがあり、それぞれのＳＴＡは、媒体が遊休状態とモニタされると、ＤＩＦＳだけ待機し
た後に、それぞれ選択した任意バックオフカウント値によってバックオフスロットのカウ
ントダウンを行うことができる。図６の例示では、ＳＴＡ２が最も小さいバックオフカウ
ント値を選択し、ＳＴＡ１が最も大きいバックオフカウント値を選択した場合を示す。す
なわち、ＳＴＡ２がバックオフカウントを終えてフレーム送信を始める時点でＳＴＡ５の
残余バックオフ時間はＳＴＡ１の残余バックオフ時間よりも短い場合を例示する。ＳＴＡ
１及びＳＴＡ５は、ＳＴＡ２が媒体を占有する間に暫くカウントダウンを止めて待機する
。ＳＴＡ２の占有が終了して媒体が再び遊休状態になると、ＳＴＡ１及びＳＴＡ５はＤＩ
ＦＳだけ待機した後に、止めていたバックオフカウントを再開する。すなわち、残余バッ
クオフ時間だけの余りのバックオフスロットをカウントダウンした後にフレーム送信を始
めることができる。ＳＴＡ５の残余バックオフ時間がＳＴＡ１よりも短かったため、ＳＴ
Ａ５がフレーム送信を始めるようになる。一方、ＳＴＡ２が媒体を占有する間にＳＴＡ４
でも送信するデータが発生することがある。このとき、ＳＴＡ４の立場では、媒体が遊休
状態になるとＤＩＦＳだけ待機した後、自身が選択した任意バックオフカウント値による
カウントダウンを行ってフレーム送信を始めることができる。図６の例示では、ＳＴＡ５
の残余バックオフ時間がＳＴＡ４の任意バックオフカウント値と偶然に一致する場合を示
し、この場合、ＳＴＡ４とＳＴＡ５間に衝突が発生することがある。衝突が発生する場合
はＳＴＡ４、ＳＴＡ５両方ともＡＣＫを受けることができず、データ送信に失敗すること
になる。この場合、ＳＴＡ４とＳＴＡ５はＣＷ値を２倍に増やした後に任意バックオフカ
ウント値を選択してカウントダウンを行うことができる。一方、ＳＴＡ１は、ＳＴＡ４と
ＳＴＡ５の送信によって媒体が占有状態である間に待機しているが、媒体が遊休状態にな
ると、ＤＩＦＳだけ待機した後、残余バックオフ時間が経過するとフレーム送信を開始す
ることができる。
【０１１１】
　ＳＴＡのセンシング動作
【０１１２】
　前述したように、ＣＳＭＡ／ＣＡメカニズムは、ＡＰ及び／又はＳＴＡが媒体を直接セ
ンシングする物理的キャリアセンシング（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｅｎｓ
ｉｎｇ）の他、仮想キャリアセンシング（ｖｉｒｔｕａｌ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｓｅｎｓｉ
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ｎｇ）も含む。仮想キャリアセンシングは、隠れたノード問題（ｈｉｄｄｅｎ　ｎｏｄｅ
　ｐｒｏｂｌｅｍ）などのように媒体アクセスで発生し得る問題を補完するために用いら
れる。仮想キャリアセンシングのために、無線ＬＡＮシステムのＭＡＣはネットワーク割
当ベクトル（Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　Ｖｅｃｔｏｒ；ＮＡＶ）を用いる
ことができる。ＮＡＶは、現在媒体を利用していたり又は利用する権限のあるＡＰ及び／
又はＳＴＡが、媒体を使用可能な状態になるまで残っている時間を、他のＡＰ及び／又は
ＳＴＡに指示（ｉｎｄｉｃａｔｅ）する値である。したがって、ＮＡＶに設定された値は
、当該フレームを送信するＡＰ及び／又はＳＴＡによって媒体の利用が予定されている期
間に該当し、ＮＡＶ値を受信するＳＴＡは、当該期間において媒体アクセス（又は、チャ
ネルアクセス）が禁止（ｐｒｏｈｉｂｉｔ）又は延期（ｄｅｆｅｒ）される。ＮＡＶは、
例えば、フレームのＭＡＣヘッダ（ｈｅａｄｅｒ）の「ｄｕｒａｔｉｏｎ」フィールドの
値によって設定されてもよい。
【０１１３】
　また、衝突可能性を低減するために堅牢な衝突検出（ｒｏｂｕｓｔ　ｃｏｌｌｉｓｉｏ
ｎ　ｄｅｔｅｃｔ）メカニズムが導入された。これについて図７及び図８を参照して説明
する。実際にキャリアセンシング範囲と送信範囲は同一でないこともあるが、説明の便宜
のために両者は同一であると仮定する。
【０１１４】
　図７は、隠れたノード及び露出されたノードを説明するための図である。
【０１１５】
　図７（ａ）は、隠れたノードに対する例示であり、ＳＴＡ　ＡとＳＴＡ　Ｂとが通信中
にあり、ＳＴＡ　Ｃが送信する情報を持っている場合である。具体的に、ＳＴＡ　ＡがＳ
ＴＡ　Ｂに情報を送信している状況であるにもかかわらず、ＳＴＡ　ＣがＳＴＡ　Ｂにデ
ータを送る前にキャリアセンシングを行う際、媒体が遊休状態にあると判断することがあ
る。これは、ＳＴＡ　Ａの送信（すなわち、媒体占有）をＳＴＡ　Ｃの位置ではセンシン
グできないこともあるためである。このような場合、ＳＴＡ　ＢはＳＴＡ　ＡとＳＴＡ　
Ｃの情報を同時に受け、衝突が発生することになる。このとき、ＳＴＡ　ＡをＳＴＡ　Ｃ
の隠れたノードということができる。
【０１１６】
　図７（ｂ）は、露出されたノード（ｅｘｐｏｓｅｄ　ｎｏｄｅ）に対する例示であり、
ＳＴＡ　ＢがＳＴＡ　Ａにデータを送信している状況で、ＳＴＡ　ＣがＳＴＡ　Ｄに送信
する情報を持っている場合である。この場合、ＳＴＡ　Ｃがキャリアセンシングを行うと
、ＳＴＡ　Ｂの送信によって媒体が占有された状態であると判断することができる。その
ため、ＳＴＡ　ＣがＳＴＡ　Ｄに送信する情報を持っていても、媒体占有状態とセンシン
グされたため、媒体が遊休状態になるまで待たなければならない。しかし、実際にはＳＴ
Ａ　ＡはＳＴＡ　Ｃの送信範囲外にあるため、ＳＴＡ　Ｃからの送信とＳＴＡ　Ｂからの
送信とがＳＴＡ　Ａの立場では衝突しないこともあるため、ＳＴＡ　Ｃは、ＳＴＡ　Ｂが
送信を止めるまで余計に待機することになる。このとき、ＳＴＡ　ＣをＳＴＡ　Ｂの露出
されたノードということができる。
【０１１７】
　図８は、ＲＴＳとＣＴＳを説明するための図である。
【０１１８】
　図７のような例示的な状況で衝突回避（ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ　ｖｏｉｄａｎｃｅ）メカ
ニズムを效率的に利用するために、ＲＴＳ（ｒｅｑｕｅｓｔ　ｔｏ　ｓｅｎｄ）とＣＴＳ
（ｃｌｅａｒ　ｔｏ　ｓｅｎｄ）などの短いシグナリングパケット（ｓｈｏｒｔ　ｓｉｇ
ｎａｌｉｎｇ　ｐａｃｋｅｔ）を利用することができる。両ＳＴＡ間のＲＴＳ／ＣＴＳは
周囲のＳＴＡがオーバーヒヤリング（ｏｖｅｒｈｅａｒｉｎｇ）できるようにし、この周
囲のＳＴＡが上記両ＳＴＡ間の情報送信の有無を考慮するようにすることができる。例え
ば、データを送信しようとするＳＴＡがデータを受けるＳＴＡにＲＴＳフレームを送信す
ると、データを受けるＳＴＡはＣＴＳフレームを周囲のＳＴＡに送信することによって、
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自身がデータを受けることを知らせることができる。
【０１１９】
　図８（ａ）は、隠れたノード問題を解決する方法に関する例示であり、ＳＴＡ　ＡとＳ
ＴＡ　ＣがいずれもＳＴＡ　Ｂにデータを送信しようとする場合を仮定する。ＳＴＡ　Ａ
がＲＴＳをＳＴＡ　Ｂに送ると、ＳＴＡ　ＢはＣＴＳを自身の周囲にあるＳＴＡ　Ａ及び
ＳＴＡ　Ｃの両方に送信する。その結果、ＳＴＡ　ＣはＳＴＡ　ＡとＳＴＡ　Ｂのデータ
送信が終わるまで待機し、衝突を避けることができる。
【０１２０】
　図８（ｂ）は、露出されたノード問題を解決する方法に関する例示であり、ＳＴＡ　Ａ
とＳＴＡ　Ｂ間のＲＴＳ／ＣＴＳ送信をＳＴＡ　Ｃがオーバーヒヤリングすることによっ
て、ＳＴＡ　Ｃは自身が他のＳＴＡ（例えば、ＳＴＡ　Ｄ）にデータを送信しても衝突が
発生しないと判断することができる。すなわち、ＳＴＡ　Ｂは周囲の全ＳＴＡにＲＴＳを
送信し、実際に送るデータを持っているＳＴＡ　ＡのみがＣＴＳを送信するようになる。
ＳＴＡ　Ｃは、ＲＴＳのみを受信し、ＳＴＡ　ＡのＣＴＳは受信できなかったため、ＳＴ
Ａ　ＡがＳＴＡ　Ｃのキャリアセンシング外にあるということがわかる。
【０１２１】
　電力管理
【０１２２】
　前述したように、無線ＬＡＮシステムではＳＴＡが送受信を行う前にチャネルセンシン
グを行わなければならないが、チャネルを常にセンシングすることはＳＴＡの持続的な電
力消耗を引き起こす。受信状態での電力消耗は送信状態での電力消耗と大差がないため、
受信状態を持続することも、電力の制限された（すなわち、バッテリーによって動作する
）ＳＴＡには大きな負担となる。したがって、ＳＴＡが持続的にチャネルをセンシングす
るために受信待機状態を維持すると、無線ＬＡＮ処理率の側面で特別な利点もなく電力を
非効率的に消耗することになる。このような問題点を解決するために、無線ＬＡＮシステ
ムではＳＴＡの電力管理（ｐｏｗｅｒ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ；ＰＭ）モードを支援する
。
【０１２３】
　ＳＴＡの電力管理モードはアクティブ（ａｃｔｉｖｅ）モード及び節電（ｐｏｗｅｒ　
ｓａｖｅ；ＰＳ）モードに区別される。ＳＴＡは基本的にアクティブモードで動作する。
アクティブモードで動作するＳＴＡは、アウェイク状態（ａｗａｋｅ　ｓｔａｔｅ）を維
持する。アウェイク状態は、フレーム送受信やチャネルスキャニングなどの正常動作が可
能な状態である。一方、ＰＳモードで動作するＳＴＡはスリープ状態（ｓｌｅｅｐ　ｓｔ
ａｔｅ）（又は、ドーズ（ｄｏｓｅ）状態）とアウェイク状態（ａｗａｋｅ　ｓｔａｔｅ
）を切り替えながら動作する。スリープ状態で動作するＳＴＡは、最小限の電力で動作し
、フレーム送受信もチャネルスキャニングも行わない。
【０１２４】
　ＳＴＡがスリープ状態でできるだけ長く動作するほど電力消耗が減るため、ＳＴＡの動
作期間が増加する。しかし、スリープ状態ではフレーム送受信が不可能なため、無条件に
長く動作するわけにはいかない。スリープ状態で動作するＳＴＡがＡＰに送信するフレー
ムを有すると、アウェイク状態に切り替えてフレームを送信すればよい。一方、ＡＰがＳ
ＴＡに送信するフレームがある場合、スリープ状態のＳＴＡはそれを受信できないことは
もとより、受信するフレームが存在するということも把握できない。したがって、ＳＴＡ
は自身に送信されるフレームの存在有無を確認するために（また、存在するならそれを受
信するために）特定周期に従ってアウェイク状態に切り替える動作が必要なことがある。
【０１２５】
　図９は、電力管理動作を説明するための図である。
【０１２６】
　図９を参照すると、ＡＰ　２１０は、一定の周期でビーコンフレーム（ｂｅａｃｏｎ　
ｆｒａｍｅ）をＢＳＳ内のＳＴＡに送信する（Ｓ２１１、Ｓ２１２、Ｓ２１３、Ｓ２１４
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、Ｓ２１５、Ｓ２１６）。ビーコンフレームには、ＴＩＭ（Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｉｎｄｉｃ
ａｔｉｏｎ　Ｍａｐ）情報要素（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）が含まれる
。ＴＩＭ情報要素は、ＡＰ　２１０が自身と連携されているＳＴＡに対するバッファされ
たトラフィックが存在し、フレームを送信する旨を知らせる情報を含む。ＴＩＭ要素には
、ユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）フレームを知らせるために用いられるＴＩＭと、マル
チキャスト（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ）又はブロードキャスト（ｂｒｏａｄｃａｓｔ）フレー
ムを知らせるために用いられるＤＴＩＭ（ｄｅｌｉｖｅｒｙ　ｔｒａｆｆｉｃ　ｉｎｄｉ
ｃａｔｉｏｎ　ｍａｐ）がある。
【０１２７】
　ＡＰ　２１０は、３回のビーコンフレームを送信する度に１回ずつＤＴＩＭを送信する
ことができる。ＳＴＡ１　２２０及びＳＴＡ２　２３０はＰＳモードで動作するＳＴＡで
ある。ＳＴＡ１　２２０及びＳＴＡ２　２３０は、所定の周期のウェイクアップインター
バル（ｗａｋｅｕｐ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）ごとにスリープ状態からアウェイク状態に切り
替えて、ＡＰ　２１０によって送信されたＴＩＭ要素を受信できるように設定されてもよ
い。それぞれのＳＴＡは、自身のローカルクロック（ｌｏｃａｌ　ｃｌｏｃｋ）に基づい
てアウェイク状態に切り替える時点を計算することができ、図９の例示ではＳＴＡのクロ
ックがＡＰのクロックと一致すると仮定する。
【０１２８】
　例えば、所定のウェイクアップインターバルは、ＳＴＡ１　２２０がビーコンインター
バルごとにアウェイク状態に切り替わってＴＩＭ要素を受信できるように設定されてもよ
い。そのため、ＳＴＡ１　２２０は、ＡＰ　２１０が最初にビーコンフレームを送信する
時（Ｓ２１１）にアウェイク状態に切り替わり得る（Ｓ２２１）。ＳＴＡ１　２２０は、
ビーコンフレームを受信してＴＩＭ要素を取得することができる。取得されたＴＩＭ要素
が、ＳＴＡ１　２２０に送信されるフレームがある旨を指示すると、ＳＴＡ１　２２０は
、ＡＰ　２１０にフレーム送信を要請するＰＳ－Ｐｏｌｌ（Ｐｏｗｅｒ　Ｓａｖｅ－Ｐｏ
ｌｌ）フレームをＡＰ　２１０に送信することができる（Ｓ２２１ａ）。ＡＰ　２１０は
、ＰＳ－Ｐｏｌｌフレームに対応してフレームをＳＴＡ１　２２０に送信することができ
る（Ｓ２３１）。フレーム受信を完了したＳＴＡ１　２２０は再びスリープ状態に切り替
わって動作する。
【０１２９】
　ＡＰ　２１０が二番目にビーコンフレームを送信するにあたり、他の装置が媒体にアク
セスするなどして媒体が占有された（ｂｕｓｙ　ｍｅｄｉｕｍ）状態であるから、ＡＰ　
２１０は正確なビーコンインターバルに合わせてビーコンフレームを送信できず、遅延さ
れた時点に送信することがある（Ｓ２１２）。この場合、ＳＴＡ１　２２０はビーコンイ
ンターバルに合わせて動作モードをアウェイク状態に切り替えるが、遅延送信されるビー
コンフレームを受信できず、再びスリープ状態に切り替わる（Ｓ２２２）。
【０１３０】
　ＡＰ　２１０が三番目にビーコンフレームを送信する時、当該ビーコンフレームはＤＴ
ＩＭと設定されたＴＩＭ要素を含むことができる。ただし、媒体が占有された（ｂｕｓｙ
　ｍｅｄｉｕｍ）状態であるから、ＡＰ　２１０はビーコンフレームを遅延して送信する
（Ｓ２１３）。ＳＴＡ１　２２０は、ビーコンインターバルに合わせてアウェイク状態に
切り替わって動作し、ＡＰ　２１０によって送信されるビーコンフレームからＤＴＩＭを
取得することができる。ＳＴＡ１　２２０が取得したＤＴＩＭは、ＳＴＡ１　２２０に送
信されるフレームはなく、他のＳＴＡのためのフレームが存在する旨を指示する場合を仮
定する。この場合、ＳＴＡ１　２２０は、自身が受信するフレームがないことを確認し、
再びスリープ状態に切り替わって動作することができる。ＡＰ　２１０はビーコンフレー
ム送信後にフレームを該当のＳＴＡに送信する（Ｓ２３２）。
【０１３１】
　ＡＰ　２１０は、四番目にビーコンフレームを送信する（Ｓ２１４）。ただし、ＳＴＡ
１　２２０は、その以前の２回にわたるＴＩＭ要素受信から、自身に対するバッファされ
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たトラフィックが存在するという情報が取得できなかったため、ＴＩＭ要素受信のための
ウェイクアップインターバルを調整してもよい。又は、ＡＰ　２１０によって送信される
ビーコンフレームにＳＴＡ１　２２０のウェイクアップインターバル値を調整するための
シグナリング情報が含まれた場合、ＳＴＡ１　２２０のウェイクアップインターバル値が
調整されてもよい。本例示で、ＳＴＡ１　２２０はビーコンインターバルごとにＴＩＭ要
素受信のために運営状態を切り替えたが、３回のビーコンインターバルごとに１回起床す
るように運営状態を切り替えるように設定してもよい。したがって、ＳＴＡ１　２２０は
、ＡＰ　２１０が四番目のビーコンフレームを送信し（Ｓ２１４）、五番目のビーコンフ
レームを送信する時点に（Ｓ２１５）スリープ状態を維持するため、ＴＩＭ要素を取得す
ることができない。
【０１３２】
　ＡＰ　２１０が六番目にビーコンフレームを送信する時（Ｓ２１６）、ＳＴＡ１　２２
０はアウェイク状態に切り替わって動作し、ビーコンフレームに含まれたＴＩＭ要素を取
得することができる（Ｓ２２４）。ＴＩＭ要素は、ブロードキャストフレームが存在する
旨を指示するＤＴＩＭであるから、ＳＴＡ１　２２０はＰＳ－ＰｏｌｌフレームをＡＰ　
２１０に送信することなく、ＡＰ　２１０によって送信されるブロードキャストフレーム
を受信すればよい（Ｓ２３４）。一方、ＳＴＡ２　２３０に設定されたウェイクアップイ
ンターバルはＳＴＡ１　２２０に比べて長い周期に設定されてもよい。そのため、ＳＴＡ
２　２３０は、ＡＰ　２１０が五番目にビーコンフレームを送信する時点（Ｓ２１５）に
アウェイク状態に切り替わってＴＩＭ要素を受信することができる（Ｓ２４１）。ＳＴＡ
２　２３０は、ＴＩＭ要素から、自身に送信されるフレームが存在することがわかり、フ
レーム送信を要請するためにＡＰ　２１０にＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを送信することがで
きる（Ｓ２４１ａ）。ＡＰ　２１０はＰＳ－Ｐｏｌｌフレームに対応してＳＴＡ２　２３
０にフレームを送信することができる（Ｓ２３３）。
【０１３３】
　図９のような節電モードの運営のためにＴＩＭ要素には、ＳＴＡに送信されるフレーム
が存在するか否かを指示するＴＩＭ、又はブロードキャスト／マルチキャストフレームが
存在するか否かを指示するＤＴＩＭが含まれる。ＤＴＩＭはＴＩＭ要素のフィールド設定
によって具現することができる。
【０１３４】
　図１０乃至図１２は、ＴＩＭを受信したＳＴＡの動作を詳しく説明するための図である
。
【０１３５】
　図１０を参照すると、ＳＴＡは、ＡＰからＴＩＭを含むビーコンフレームを受信するた
めにスリープ状態からアウェイク状態に切り替わり、受信したＴＩＭ要素を解釈して、自
身に送信されるバッファされたトラフィックがあることを確認できる。ＳＴＡは、ＰＳ－
Ｐｏｌｌフレームの送信のための媒体アクセスのために他のＳＴＡと競合（ｃｏｎｔｅｎ
ｄｉｎｇ）を行った後に、ＡＰにデータフレーム送信を要請するためにＰＳ－Ｐｏｌｌフ
レームを送信することができる。ＳＴＡによって送信されたＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを受
信したＡＰは、ＳＴＡにフレームを送信することができる。ＳＴＡはデータフレームを受
信し、それに対する確認応答（ＡＣＫ）フレームをＡＰに送信することができる。以降、
ＳＴＡは再びスリープ状態に切り替わればよい。
【０１３６】
　図１０のように、ＡＰは、ＳＴＡからＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを受信した後、所定の時
間（例えば、ＳＩＦＳ（Ｓｈｏｒｔ　Ｉｎｔｅｒ－Ｆｒａｍｅ　Ｓｐａｃｅ））後にデー
タフレームを送信する即時応答（ｉｍｍｅｄｉａｔｅ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）方式によって
動作することができる。一方、ＡＰがＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを受信した後に、ＳＴＡに
送信するデータフレームをＳＩＦＳ時間の間に用意できなかった場合は、遅れた応答（ｄ
ｅｆｅｒｒｅｄ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）方式によって動作してもよく、それについて図１１
を参照して説明する。
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【０１３７】
　図１１の例示で、ＳＴＡがスリープ状態からアウェイク状態に切り替わってＡＰからＴ
ＩＭを受信し、競合を経てＰＳ－ＰｏｌｌフレームをＡＰに送信する動作は、図１０の例
示と同一である。ＡＰがＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを受信したが、ＳＩＦＳの間にデータフ
レームを用意できなかった場合、データフレームを送信する代わりにＡＣＫフレームをＳ
ＴＡに送信してもよい。ＡＰは、ＡＣＫフレーム送信後にデータフレームが用意されると
、競合を行った後、データフレームをＳＴＡに送信することができる。ＳＴＡはデータフ
レームを成功的に受信したことを示すＡＣＫフレームをＡＰに送信し、スリープ状態に切
り替わればよい。
【０１３８】
　図１２は、ＡＰがＤＴＩＭを送信する例示に関するものである。ＳＴＡはＡＰからＤＴ
ＩＭ要素を含むビーコンフレームを受信するためにスリープ状態からアウェイク状態に切
り替わってもよい。これらのＳＴＡは、受信したＤＴＩＭから、マルチキャスト／ブロー
ドキャストフレームが送信されることがわかる。ＡＰは、ＤＴＩＭを含むビーコンフレー
ムを送信後に、ＰＳ－Ｐｏｌｌフレームの送受信動作無しで直ちにデータ（すなわち、マ
ルチキャスト／ブロードキャストフレーム）を送信することができる。これらのＳＴＡは
、ＤＴＩＭを含むビーコンフレームを受信してから引き続きアウェイク状態を維持しなが
らデータを受信し、データ受信が完了した後再びスリープ状態に切り替わればよい。
【０１３９】
　ＴＩＭ構造
【０１４０】
　図９乃至図１２を参照して上述したＴＩＭ（又は、ＤＴＩＭ）プロトコルに基づく節電
モード運営方法において、ＳＴＡは、ＴＩＭ要素に含まれたＳＴＡ識別情報から、自身の
ために送信されるデータフレームが存在するか否かを確認することができる。ＳＴＡ識別
情報は、ＳＴＡとＡＰとの連携（ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ）時にＳＴＡに割り当てられた
識別子であるＡＩＤ（Ａｓｓｏｃｉａｔｉｏｎ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）に関する情報で
あってよい。
【０１４１】
　ＡＩＤは一つのＢＳＳ内ではそれぞれのＳＴＡに対する固有の（ｕｎｉｑｕｅ）識別子
として使われる。一例として、現在無線ＬＡＮシステムにおいてＡＩＤとしては１から２
００７までのいずれか一つの値を割り当てることができる。現在定義されている無線ＬＡ
Ｎシステムでは、ＡＰ及び／又はＳＴＡが送信するフレームにはＡＩＤのために１４ビッ
トを割り当てることができ、ＡＩＤ値は１６３８３まで割り当てることができるが、２０
０８～１６３８３は予備（ｒｅｓｅｒｖｅｄ）値として設定されている。
【０１４２】
　既存の定義によるＴＩＭ要素は、一つのＡＰに多数（例えば、２００７個を超える）の
ＳＴＡが連携され得るＭ２Ｍアプリケーションの適用には適していない。既存のＴＩＭ構
造をそのまま拡張するとＴＩＭビットマップのサイズが過大になるため、既存のフレーム
フォーマットでは支援することができず、また、低い伝送レートのアプリケーションを考
慮するＭ２Ｍ通信に適していない。また、Ｍ２Ｍ通信では、一つのビーコン周期の間に受
信データフレームが存在するＳＴＡの個数は大変少ないと予想される。したがって、この
ようなＭ２Ｍ通信の適用例を考慮すれば、ＴＩＭビットマップのサイズは大きくなるが、
大部分のビットが０値を有する場合が多く発生すると予想されるため、ビットマップを效
率的に圧縮する技術が要求される。
【０１４３】
　既存のビットマップ圧縮技術として、ビットマップの先頭部分に連続する０を省略し、
オフセット（ｏｆｆｓｅｔ）（又は、開始点）値で定義する方案がある。しかし、バッフ
ァされたフレームが存在するＳＴＡの個数は少ないが、それぞれのＳＴＡのＡＩＤ値の差
が大きい場合には圧縮効率が高くない。例えば、ＡＩＤが１０と２０００の値であるただ
２つのＳＴＡに送信するフレームのみがバッファされている場合、圧縮されたビットマッ
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プの長さは１９９０であるが、両端を除いてはいずれも０の値を有することになる。一つ
のＡＰに連携され得るＳＴＡの個数が少ない場合にはビットマップ圧縮の非効率性があま
り問題にならないが、ＳＴＡの個数が増加する場合は、このような非効率性が全体システ
ム性能を阻害する要素になることもある。
【０１４４】
　これを解決するための方案として、ＡＩＤを複数のグループに分けてより効果的なデー
タ送信を行うようにすることができる。各グループには、指定されたグループＩＤ（ＧＩ
Ｄ）が割り当てられる。このようなグループベースで割り当てられるＡＩＤについて図１
３を参照して説明する。
【０１４５】
　図１３（ａ）は、グループベースで割り当てられたＡＩＤの一例を示す図である。図１
３（ａ）の例示では、ＡＩＤビットマップの先頭部におけるいくつかのビットを、ＧＩＤ
を示すために用いることができる。例えば、ＡＩＤビットマップにおける先頭の２ビット
を用いて４個のＧＩＤを示すことができる。ＡＩＤビットマップの全体長がＮビットであ
る場合、先頭の２ビット（Ｂ１及びＢ２）の値は当該ＡＩＤのＧＩＤを示す。
【０１４６】
　図１３（ｂ）は、グループベースで割り当てられたＡＩＤの他の例を示す図である。図
１３（ｂ）の例示では、ＡＩＤの位置によってＧＩＤを割り当てることができる。このと
き、同一のＧＩＤを使用するＡＩＤはオフセット（ｏｆｆｓｅｔ）及び長さ（ｌｅｎｇｔ
ｈ）の値で表現することができる。例えば、ＧＩＤ　１がオフセットＡ及び長さＢで表現
されると、ビットマップ上でＡ乃至Ａ＋Ｂ－１のＡＩＤがＧＩＤ　１を有するということ
を意味する。例えば、図１３（ｂ）の例示で、全体１乃至Ｎ４のＡＩＤが４個のグループ
に分割されると仮定する。この場合、ＧＩＤ　１に属するＡＩＤは１乃至Ｎ１であり、こ
のグループに属するＡＩＤはオフセット１及び長さＮ１で表現することができる。次に、
ＧＩＤ　２に属するＡＩＤをオフセットＮ１＋１及び長さＮ２－Ｎ１＋１で表現すること
ができ、ＧＩＤ　３に属するＡＩＤをオフセットＮ２＋１及び長さＮ３－Ｎ２＋１で表現
することができ、ＧＩＤ　４に属するＡＩＤをオフセットＮ３＋１及び長さＮ４－Ｎ３＋
１で表現することができる。
【０１４７】
　このようなグループベースで割り当てられるＡＩＤが導入されると、ＧＩＤによって異
なる時間区間にチャネルアクセスを許容できるようにすることによって、多数のＳＴＡに
対するＴＩＭ要素不足の問題を解決すると同時に、効率的なデータの送受信を行うことが
できる。例えば、特定時間区間では特定グループに該当するＳＴＡにのみチャネルアクセ
スが許容され、残り他のＳＴＡにはチャネルアクセスが制限（ｒｅｓｔｒｉｃｔ）されて
もよい。このように特定ＳＴＡにのみアクセスが許容される所定の時間区間を、制限され
たアクセスウィンドウ（Ｒｅｓｔｒｉｃｔｅｄ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｗｉｎｄｏｗ；ＲＡＷ）
と呼ぶこともできる。
【０１４８】
　ＧＩＤによるチャネルアクセスについて図１３（ｃ）を参照して説明する。図１３（ｃ
）では、ＡＩＤが３個のグループに分けられている場合、ビーコンインターバルによるチ
ャネルアクセスメカニズムを例示的に示す。一番目のビーコンインターバル（又は、一番
目のＲＡＷ）は、ＧＩＤ　１に属するＡＩＤに該当するＳＴＡのチャネルアクセスが許容
される区間で、他のＧＩＤに属するＳＴＡのチャネルアクセスは許容されない。これを具
現するために、一番目のビーコンにはＧＩＤ　１に該当するＡＩＤのみのためのＴＩＭ要
素が含まれる。二番目のビーコンフレームにはＧＩＤ　２を有するＡＩＤのみのためのＴ
ＩＭ要素が含まれ、これによって二番目のビーコンインターバル（又は、二番目のＲＡＷ
）の間には、ＧＩＤ　２に属するＡＩＤに該当するＳＴＡのチャネルアクセスのみが許容
される。三番目のビーコンフレームには、ＧＩＤ　３を有するＡＩＤのみのためのＴＩＭ
要素が含まれ、これによって三番目のビーコンインターバル（又は、三番目のＲＡＷ）の
間には、ＧＩＤ　３に属するＡＩＤに該当するＳＴＡのチャネルアクセスのみが許容され
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る。四番目のビーコンフレームには再びＧＩＤ　１を有するＡＩＤのみのためのＴＩＭ要
素が含まれ、これによって四番目のビーコンインターバル（又は、四番目のＲＡＷ）の間
には、ＧＩＤ　１に属するＡＩＤに該当するＳＴＡのチャネルアクセスのみが許容される
。続いて、五番目以降のビーコンインターバル（又は、五番目以降のＲＡＷ）のそれぞれ
においても、当該ビーコンフレームに含まれたＴＩＭで指示される特定グループに属した
ＳＴＡのチャネルアクセスのみが許容されてもよい。
【０１４９】
　図１３（ｃ）では、ビーコンインターバルによって許容されるＧＩＤの順序が循環的又
は周期的である例示を示しているが、これに制限されることはない。すなわち、ＴＩＭ要
素に特定ＧＩＤに属するＡＩＤのみを含めることによって、特定時間区間（例えば、特定
ＲＡＷ）の間に、これら特定ＡＩＤに該当するＳＴＡのみのチャネルアクセスを許容し、
残りのＳＴＡのチャネルアクセスは許容しない方式で動作してもよい。
【０１５０】
　前述したようなグループベースＡＩＤ割当方式は、ＴＩＭの階層的（ｈｉｅｒａｒｃｈ
ｉｃａｌ）構造と呼ぶこともできる。すなわち、全体ＡＩＤ空間を複数個のブロックに分
割し、０以外の値を持つ特定ブロックに該当するＳＴＡ（すなわち、特定グループのＳＴ
Ａ）のチャネルアクセスのみが許容されるようにすることができる。これによって、大き
いサイズのＴＩＭを小さいブロック／グループに分割して、ＳＴＡがＴＩＭ情報を維持し
やすくし、ＳＴＡのクラス、サービス品質（ＱｏＳ）、又は用途によってブロック／グル
ープが管理しやすくなる。図１３の例示では２－レベルの階層を示しているが、２つ以上
のレベルの形態で階層的構造のＴＩＭが構成されてもよい。例えば、全体ＡＩＤ空間を複
数個のページ（ｐａｇｅ）グループに分割し、それぞれのページグループを複数個のブロ
ックに区別し、それぞれのブロックを複数個のサブ－ブロックに分割することができる。
このような場合、図１３（ａ）の例示の拡張として、ＡＩＤビットマップにおいて先頭の
Ｎ１個のビットはページＩＤ（すなわち、ＰＩＤ）を示し、その次のＮ２個のビットはブ
ロックＩＤを示し、その次のＮ３個のビットはサブ－ブロックＩＤを示し、残りのビット
がサブ－ブロック内のＳＴＡビット位置を示す方式で構成されてもよい。
【０１５１】
　以下に説明する本発明の例示において、ＳＴＡ（又は、それぞれのＳＴＡに割り当てら
れたＡＩＤ）を所定の階層的なグループ単位に分割して管理する様々な方式が適用されて
もよく、グループベースＡＩＤ割当方式が上記の例示に制限されるものではない。
【０１５２】
　ＰＰＤＵフレームフォーマット
【０１５３】
　ＰＰＤＵ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｌａｙｅｒ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏ
ｌ（ＰＬＣＰ）　Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）フレームフォーマットは、ＳＴＦ
（Ｓｈｏｒｔ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ　Ｆｉｅｌｄ）、ＬＴＦ（Ｌｏｎｇ　Ｔｒａｉｎｉｎｇ
　Ｆｉｅｌｄ）、ＳＩＧ（ＳＩＧＮＡＬ）フィールド、及びデータ（Ｄａｔａ）フィール
ドを含むことができる。最も基本的な（例えば、ｎｏｎ－ＨＴ（Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇ
ｈｐｕｔ））ＰＰＤＵフレームフォーマットは、Ｌ－ＳＴＦ（Ｌｅｇａｃｙ－ＳＴＦ）、
Ｌ－ＬＴＦ（Ｌｅｇａｃｙ－ＬＴＦ）、ＳＩＧフィールド及びデータフィールドのみで構
成することができる。また、ＰＰＤＵフレームフォーマットの種類（例えば、ＨＴ－ｍｉ
ｘｅｄフォーマットＰＰＤＵ、ＨＴ－ｇｒｅｅｎｆｉｅｌｄフォーマットＰＰＤＵ、ＶＨ
Ｔ（Ｖｅｒｙ　Ｈｉｇｈ　Ｔｈｒｏｕｇｈｐｕｔ）ＰＰＤＵなど）によって、ＳＩＧフィ
ールドとデータフィールドとの間に追加の（又は、他の種類の）ＳＴＦ、ＬＴＦ、ＳＩＧ
フィールドが含まれてもよい。
【０１５４】
　ＳＴＦは、信号検出、ＡＧＣ（Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｇａｉｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）、ダ
イバーシティ選択、精密な時間同期などのための信号であり、ＬＴＦは、チャネル推定、
周波数誤差推定などのための信号である。ＳＴＦとＬＴＦをあわせてＰＣＬＰプリアンブ
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ル（ｐｒｅａｍｂｌｅ）と呼ぶことができ、ＰＬＣＰプリアンブルはＯＦＤＭ物理層の同
期化及びチャネル推定のための信号であるといえる。
【０１５５】
　ＳＩＧフィールドはＲＡＴＥフィールド及びＬＥＮＧＴＨフィールドなどを含むことが
できる。ＲＡＴＥフィールドはデータの変調及びコーディングレートに関する情報を含む
ことができる。ＬＥＮＧＴＨフィールドは、データの長さに関する情報を含むことができ
る。ＳＩＧフィールドはさらに、パリティ（ｐａｒｉｔｙ）ビット、ＳＩＧ　ＴＡＩＬビ
ットなどを含むことができる。
【０１５６】
　データフィールドは、ＳＥＲＶＩＣＥフィールド、ＰＳＤＵ（ＰＬＣＰ　Ｓｅｒｖｉｃ
ｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）、ＰＰＤＵ　ＴＡＩＬビットを含むことができて、必要によっ
て埋め草ビット（ｐａｄｄｉｎｇ　ｂｉｔ）も含むことができる。ＳＥＲＶＩＣＥフィー
ルドの一部のビットは、受信端でのデスクランブラの同期化のために用いることができる
。ＰＳＤＵは、ＭＡＣ層で定義されるＭＡＣ　ＰＤＵに対応し、上位層で生成／利用され
るデータを含むことができる。ＰＰＤＵ　ＴＡＩＬビットは、エンコーダを０状態にリタ
ーンするために用いることができる。埋め草ビットは、データフィールドの長さを所定の
単位に合わせるために用いることができる。
【０１５７】
　ＭＡＣ　ＰＤＵは、様々なＭＡＣフレームフォーマットによって定義され、基本的なＭ
ＡＣフレームは、ＭＡＣヘッダー、フレームボディー、及びＦＣＳ（Ｆｒａｍｅ　Ｃｈｅ
ｃｋ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ）で構成される。ＭＡＣフレームは、ＭＡＣ　ＰＤＵで構成され
て、ＰＰＤＵフレームフォーマットのデータ部分のＰＳＤＵを通じて送信／受信され得る
。
【０１５８】
　一方、ヌル－データパケット（ＮＤＰ）フレームフォーマットは、データパケットを含
まない形態のフレームフォーマットを意味する。すなわち、ＮＤＰフレームは、一般のＰ
ＰＤＵフォーマットにおいてＰＬＣＰヘッダー部分（すなわち、ＳＴＦ、ＬＴＦ及びＳＩ
Ｇフィールド）のみを含み、残りの部分（すなわち、データフィールド）は含まないフレ
ームフォーマットを意味する。ＮＤＰフレームを短い（ｓｈｏｒｔ）フレームフォーマッ
トと呼ぶこともできる。　
【０１５９】
　単一ユーザフレーム／多重ユーザフレーム構造
【０１６０】
　本発明では、１ＧＨｚ以下（例えば、９０２乃至９２８ＭＨｚ）の周波数帯域で動作す
る無線ＬＡＮシステムにおいて単一ユーザ（Ｓｉｎｇｌｅ　Ｕｓｅｒ；ＳＵ）フレームと
多重ユーザ（Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｕｓｅｒ；ＭＵ）フレームにおけるＳＩＧフィールド構
成方案について提案する。ＳＵフレームはＳＵ－ＭＩＭＯで用いられるフレームであり、
ＭＵフレームはＭＵ－ＭＩＭＯで用いられるフレームであってよい。以下の説明でいうフ
レームは、データフレーム又はＮＤＰフレームであってもよい。
【０１６１】
　図１４は、ＳＵ／ＭＵフレームフォーマットを例示的に示す図である。
【０１６２】
　図１４の例示で、ＳＴＦ、ＬＴＦ１、ＳＩＧ－Ａ（ＳＩＧＮＡＬ　Ａ）フィールドは、
全方向（ｏｍｎｉ　ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ）に全てのＳＴＡに送信されるという意味からオ
ムニ（Ｏｍｎｉ）部分に該当する。この部分はビームフォーミング（ｂｅａｍｆｏｒｍｉ
ｎｇ）やプリコーディング（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ）を適用しないで送信することができる
。
【０１６３】
　一方、ＳＩＧ－Ａフィールドに続くＭＵ－ＳＴＦ、ＭＵ－ＬＴＦ１、…、ＭＵ－ＬＴＦ
＿ＮＬＴＦ、ＳＩＧ－Ｂ（ＳＩＧＮＡＬ　Ｂ）フィールドは、ユーザ－特定に送信するも
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４のフレームフォーマットの例示で、ＭＵ部分は、ＭＵ－ＳＴＦ、ＭＵ－ＬＴＦ、ＳＩＧ
－Ｂ及びデータフィールドを含むことができる。
【０１６４】
　オムニ部分においてＳＴＦ、ＬＴＦ１、ＳＩＧ－Ａフィールドは、それぞれの副搬送波
（ｓｕｂｃａｒｒｉｅｒ）に対して単一ストリームとして送信することができる。これを
式で表現すると、下記の通りである。
【０１６５】
【数１】

【０１６６】
　上記の式１で、ｋは副搬送波（又は、トーン）インデックスを表し、ｘｋは副搬送波ｋ
で送信される信号を意味し、ＮＴＸは送信アンテナの個数を意味する。Ｑｋは、副搬送波
ｋで送信される信号をエンコード（例えば、空間マップ）する列ベクトルを意味し、ｄｋ

は、エンコーダに入力されるデータを意味する。上記の式１で、Ｑｋには時間ドメインで
の循環シフト遅延（ＣＳＤ）を適用することができる。時間ドメインにおけるＣＳＤは、
周波数ドメインにおける位相回転（ｐｈａｓｅ　ｒｏｔａｔｉｏｎ）又は位相シフト（ｐ
ｈａｓｅ　ｓｈｉｆｔ）の意味を有する。そのため、Ｑｋは、時間ドメインＣＳＤによっ
て誘発されるトーンｋにおける位相シフト値を含むことができる。
【０１６７】
　図１４の例示のようなフレームフォーマットが用いられる場合、ＳＴＦ、ＬＴＦ１、Ｓ
ＩＧ－Ａフィールドを全てのＳＴＡで受信することができ、各ＳＴＡはＳＴＦ、ＬＴＦ１
に基づくチャネル推定を介してＳＩＧ－Ａフィールドをデコードすることができる。
【０１６８】
　ＳＩＧ－Ａフィールドは、長さ／デューレーション（Ｌｅｎｇｔｈ／Ｄｕｒａｔｉｏｎ
）、チャネル帯域幅（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）、空間ストリームの個数（
Ｎｕｍｂｅｒ　ｏｆ　Ｓｐａｔｉａｌ　Ｓｔｒｅａｍｓ）などに関する情報を含むことが
できる。ＳＩＧ－Ａフィールドは２個のＯＦＤＭシンボル長で構成される。一つのＯＦＤ
Ｍシンボルは４８個のデータトーン（ｄａｔａ　ｔｏｎｅ）に対してＢＰＳＫ（Ｂｉｎａ
ｒｙ　Ｐｈａｓｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｋｅｙｉｎｇ）変調を用いるため、一つのＯＦＤＭシン
ボル上で２４ビットの情報を表現することができる。したがって、ＳＩＧ－Ａフィールド
は４８ビットの情報を含むことができる。
【０１６９】
　下記の表３は、ＳＵの場合とＭＵの場合のそれぞれに対するＳＩＧ－Ａフィールドのビ
ット割当の例示を示す。
【０１７０】
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【表３】

【０１７１】
　上記表３で、ＳＵ／ＭＵ指示（ＳＵ／ＭＵ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）フィールドは、Ｓ
ＵフレームフォーマットとＭＵフレームフォーマットとを区別するために用いられる。
【０１７２】
　長さ／デューレーション（Ｌｅｎｇｔｈ／Ｄｕｒａｔｉｏｎ）フィールドは、フレーム
のＯＦＤＭシンボル（すなわち、デューレーション）又はバイト個数（すなわち、長さ）
を示す。ＳＵフレームで組合せ（ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）フィールドの値が１の場合に
、長さ／デューレーションフィールドはデューレーションフィールドとして解釈される。
一方、組合せフィールドの値が０の場合には、長さ／デューレーションフィールドは長さ
フィールドとして解釈される。ＭＵフレームでは組合せフィールドが定義されず、常に組
合せが適用されるように構成されるため、長さ／デューレーションフィールドはデューレ
ーションフィールドとして解釈される。
【０１７３】
　ＭＣＳフィールドは、ＰＳＤＵ送信に用いられる変調及びコーディング技法を示す。Ｓ
Ｕフレームの場合にのみ、ＭＣＳフィールドがＳＩＧ－Ａフィールドを介して送信される
。他のＳＴＡ（すなわち、２つのＳＴＡ間の送受信に直接関連しないサードパーティー（
３ｒｄ　ｐａｒｔｙ）ＳＴＡと呼ぶことができる。）が上記ＳＵフレームを受信する場合
、長さ／デューレーションフィールドの長さ値とＭＣＳフィールド値に基づいて、現在受
信されるＳＵフレーム（すなわち、組合せフィールドが０のＳＵビームフォーミングされ
たフレーム）のデューレーションを計算することができる。一方、ＭＵフレームでは、Ｍ
ＣＳフィールドはＳＩＧ－Ａフィールドに含まれず、ユーザ－特定情報を運ぶＳＩＧ－Ｂ
フィールドに含まれ、これによってそれぞれのユーザ別に独立したＭＣＳの適用が可能で
ある。
【０１７４】
　ＢＷフィールドは、送信されるＳＵフレーム又はＭＵフレームのチャネル帯域幅を示す
。例えば、ＢＷフィールドは２ＭＨｚ、４ＭＨｚ、８ＭＨｚ、１６ＭＨ又は８＋８ＭＨｚ
のいずれか一つを示す値に設定することができる。
【０１７５】
　組合せ（Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）フィールドは、ＰＳＤＵが組合せＭＰＤＵ（すなわ
ち、Ａ－ＭＰＤＵ）の形態で組み合わせられるか否かを示す。組合せフィールドが１の場
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合に、ＰＳＤＵがＡ－ＭＰＤＵの形態で組み合わせられて送信されることを意味する。組
合せフィールドが０の場合、ＰＳＤＵは組み合わせられないで送信されることを意味する
。ＭＵフレームではＰＳＤＵが常にＡ－ＭＰＤＵの形態で送信されるため、組合せフィー
ルドはシグナリングされる必要がなく、ＳＩＧ－Ａフィールドに含まれない。
【０１７６】
　空間時間ブロックコーディング（ＳＴＢＣ）フィールドは、ＳＵフレーム又はＭＵフレ
ームにＳＴＢＣが適用されるか否かを示す。
【０１７７】
　コーディング（ｃｏｄｉｎｇ）フィールドは、ＳＵフレーム又はＭＵフレームに用いら
れたコーディング技法を示す。ＳＵフレームの場合にはＢＣＣ（Ｂｉｎａｒｙ　Ｃｏｎｖ
ｏｌｕｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｄｅ）、ＬＤＰＣ（Ｌｏｗ　Ｄｅｎｓｉｔｙ　Ｐａｒｉｔｙ　
Ｃｈｅｃｋ）技法などを用いることができる。ＭＵフレームの場合には、それぞれのユー
ザ別に独立したコーディング技法を適用することができるため、これを支援するために２
ビット以上のビットサイズと上記コーディングフィールドが定義されればよい。
【０１７８】
　短いガードインターバル（ＳＧＩ）フィールドは、ＳＵフレーム又はＭＵフレームのＰ
ＳＤＵ送信に短いＧＩが用いられるか否かを示す。ＭＵフレームの場合には、ＳＧＩが用
いられると、ＭＵ－ＭＩＭＯグループに属した全てのユーザに対して共通にＳＧＩが適用
されることを示すことができる。
【０１７９】
　グループ識別子（ＧＩＤ）フィールドは、ＭＵフレームにおいて多重－ユーザグループ
情報を示す。ＳＵフレームの場合にはユーザグループが定義される必要がないため、ＧＩ
ＤフィールドはＳＩＧ－Ａフィールドに含まれない。
【０１８０】
　空間－時間ストリームの個数（Ｎｓｔｓ）フィールドは、ＳＵフレーム又はＭＵフレー
ムにおいて空間ストリームの個数を意味する。ＭＵフレームの場合、該当する多重－ユー
ザグループに属したＳＴＡのそれぞれに対する空間ストリームの個数を示し、そのために
８ビットが必要である。具体的に、一つのＭＵグループが最大４名のユーザを含むことが
でき、それぞれのユーザに対して最大４個の空間ストリームを送信し得るため、それを正
しく支援するために８ビットが必要である。
【０１８１】
　部分ＡＩＤ（ＰＡＩＤ）フィールドは、ＳＵフレームにおいて受信ＳＴＡを識別するた
めのＳＴＡのＩＤを示す。上りリンクフレームにおいてＰＡＩＤの値はＢＳＳＩＤ（Ｂａ
ｓｉｃ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｅｔ　ＩＤ）の一部分で構成する。下りリンクフレームにお
いてＰＡＩＤ値は、ＳＴＡのＡＩＤをハッシュ（ｈａｓｈｉｎｇ）した結果で構成するこ
とができる。例えば、ＢＳＳＩＤは４８ビット長、ＡＩＤは１６ビット長、ＰＡＩＤは９
ビット長とすることができる。
【０１８２】
　更に、本文書で後述する「ＰＡＩＤの新しい定義及び利用方案」によれば、ＵＬフレー
ムにおけるＰＡＩＤは、ＢＳＳＩＤの一部分をハッシュした結果値に設定することができ
、ＤＬフレームにおけるＰＡＩＤはＡＩＤの一部分とＢＳＳＩＤの一部分をハッシュした
結果値に設定することができる。
【０１８３】
　上記の表３の受信確認指示（ＡＣＫ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）フィールドは、ＳＵフレ
ーム又はＭＵフレームの次に送信されるＡＣＫの類型を示す。例えば、ＡＣＫ指示フィー
ルドの値が００であれば、一般ＡＣＫ（Ｎｏｒｍａｌ　ＡＣＫ）を示し、０１であれば、
ブロックＡＣＫ（Ｂｌｏｃｋ　ＡＣＫ）を示し、１０であれば、ＡＣＫ無し（Ｎｏ　ＡＣ
Ｋ）を示すことができる。ただし、これら３つの類型に区別することに制限されず、応答
フレーム（ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｆｒａｍｅ）の属性によって３つ以上の類型に区別しても
よい。
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　また、上記の表３には含まれていないが、ＳＩＧフィールドに、当該フレームが下りリ
ンクフレーム（ＤＬ　ｆｒａｍｅ）であるか上りリンクフレーム（ＵＬ　ｆｒａｍｅ）で
あるかを明示的に示すＤＬ／ＵＬ指示子フィールド（例えば、１ビットサイズ）が含まれ
てもよい。ＤＬ／ＵＬ指示子フィールドはＳＵフレームでのみ定義され、ＭＵフレームで
は、ＤＬ／ＵＬ指示子フィールドを定義せず、常にＤＬフレームでのみ用いられるものと
あらかじめ定めておいてもよい。又は、ＳＵフレームとＭＵフレームにかかわらず、ＤＬ
／ＵＬ指示子フィールドが含まれてもよい。
【０１８５】
　一方、図１４の例示のようなＭＵフレームにおいてＳＩＧ－Ｂフィールドはユーザ－特
定（Ｕｓｅｒ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ）情報を含むことができる。下記の表４には、ＭＵフレ
ームにおいてＳＩＧ－Ｂフィールドを構成するフィールドを例示的に示す。また、下記の
表４では、帯域幅（ＢＷ）２、４、８又は１６ＭＨｚ別にＰＰＤＵに対して適用される様
々なパラメータを例示する。
【０１８６】
【表４】

【０１８７】
　上記の表４で、ＭＣＳフィールドは、それぞれのユーザ別にＭＵフレームの形態で送信
されるＰＰＤＵのＭＣＳ値を示す。
【０１８８】
　ＴＡＩＬビットは、エンコーダを０状態にリターンするために用いることができる。
【０１８９】
　ＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ）フィールドは、ＭＵフレ
ームを受信するＳＴＡでのエラー検出のために用いることができる。
【０１９０】
　ＳＩＧフィールドビット割当の他の実施例
【０１９１】
　以下、ＳＵ／ＭＵフレームで適用されるＳＩＧフィールドに関する本発明の他の実施例
について説明する。
【０１９２】
　表５には、ＳＩＧ－Ａフィールドに関する本発明の他の例示を示す。
【０１９３】
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【表５】

【０１９４】
　上記の表３のＳＩＧ－Ａフィールドに比べて表５の例示ではＳＵ／ＭＵ指示ビットが含
まれていない。その代わり、表５の例示では、ＳＵフレームとＭＵフレームとを区別する
ために、ＧＩＤフィールドを用いることができる。
【０１９５】
　ＧＩＤフィールドは、ＳＵフレームとＭＵフレームに共通して含まれる。ＧＩＤ値が０
であれば、当該フレームが上りリンクで（すなわち、ＳＴＡからＡＰに）送信されるＳＵ
フレームであることを意味できる。ＧＩＤ値が６３であれば、当該フレームが下りリンク
で（すなわち、ＡＰからＳＴＡに）送信されるＳＵフレームであることを意味できる。Ｇ
ＩＤ値が１乃至６２であれば、当該フレームがＭＵフレームであることを意味できる。
【０１９６】
　また、表５のＳＩＧ－Ａビット割当の例示では表３のＬｅｎｇｔｈ／Ｄｕｒａｔｉｏｎ
フィールドがＤｕｒａｔｉｏｎフィールドに限定される。上記の表３の例示では、組合せ
（Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）フィールドの値が０の場合、Ｌｅｎｇｔｈ／Ｄｕｒａｔｉｏ
ｎフィールドはＬｅｎｇｔｈの値を有する。しかし、表５の例示ではＳＩＧ－Ａを、Ｌｅ
ｎｇｔｈ／Ｄｕｒａｔｉｏｎフィールドが常にＤｕｒａｔｉｏｎ値を有するように定義す
ることができる。一方、組合せフィールドの値が０である場合のために、Ｌｅｎｇｔｈ値
はＳＩＧ－ＡではなくＳＩＧ－Ｂに含めることができる。
【０１９７】
　既存の方式では、ＳＵフレームの場合、ＳＩＧ－Ａフィールドで組合せフィールドの値
が０であるとＬｅｎｇｔｈ／ＤｕｒａｔｉｏｎフィールドはＬｅｎｇｔｈフィールドとし
て用いられるため、サードパーティーＳＴＡが当該フレームのＤｕｒａｔｉｏｎ情報を知
るためには、データ部分をデコードする必要がある（具体的に、データ部分のＭＡＣヘッ
ダーにｄｕｒａｔｉｏｎ情報が含まれる）。しかし、前述した表５の例示のようにＤｕｒ
ａｔｉｏｎフィールドが常にフレームのＳＩＧ－Ａに含まれるように定義すると、サード
パーティーＳＴＡが当該フレームのＰＰＤＵの送信時間を計算するためにそのフレームの
データ部分をデコードする必要がない。フレームのデータ部分をデコードする必要がない
ため、当該フレームのＭＣＳを知る必要もない。したがって、本発明では、ＭＣＳ値も同
様、オムニ部分に該当するＳＩＧ－Ａではなく、ユーザ特定情報を含むＳＩＧ－Ｂに含ま
れるように定義してもよい。そのため、上記の表５の例示では表３の例示に比べてＭＣＳ
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フィールドも含まないように定義される。
【０１９８】
　次に、ＭＵフレームにおいてＳＩＧ－Ｂはユーザ特定情報を含み、上記の表４の例示と
同一に定義することができる。
【０１９９】
　ただし、上記の表４の例示とは違い、ＳＵフレームにおいてＳＩＧ－Ｂフィールドには
Ｌｅｎｇｔｈフィールド及びＭＣＳフィールドが含まれる。下記の表６には、本発明の他
の例示に係るＳＵフレームにおけるＳＩＧ－Ｂのビット割当を示す。
【０２００】
【表６】

【０２０１】
　表６で、ＭＣＳフィールドは、ＰＳＤＵ送信に用いられる変調及びコーディング技法を
示す。
【０２０２】
　表６のＬｅｎｇｔｈフィールドは、ＰＳＤＵのバイトの個数を示し、組合せレベル（す
なわち、ＳＩＧ－Ａの組合せフィールドの値）が０の場合に用いることができる。しかし
、これに制限されず、組合せフィールドの値が１の場合にもＬｅｎｇｔｈフィールドがＳ
ＩＧ－Ｂに含まれてもよい。
【０２０３】
　表６のＳＩＧ－Ｂビット割当においてＣＲＣフィールドは、ＳＩＧ－Ａ（例えば、表５
）と同様に、４ビットサイズと定義することを提案する。上記の表４の例示ではＣＲＣフ
ィールドが８ビットサイズと定義されているが、上記の表６の例示ではＳＩＧ－Ｂの留保
（ｒｅｓｅｒｖｅｄ）ビットを確保するために４ビットサイズと定義することができる。
【０２０４】
　ＰＡＩＤの新しい定義及び利用方案
【０２０５】
　ＰＡＩＤはＳＴＡの非－固有（ｎｏｎ－ｕｎｉｑｕｅ）識別子である。上記の表３又は
表５で説明した通り、ＰＡＩＤはＳＵフレームに含めることができ、具体的には、本発明
を適用し得るｓｕｂ－１ＧＨｚ動作周波数で定義されるＳＵフレームに含めることができ
る。ＰＡＩＤは９ビットサイズに制限できる。
【０２０６】
　本発明では上記のＰＡＩＤフィールドを用いて下りリンクフレーム（ＤＬ　ｆｒａｍｅ
）と上りリンクフレーム（ＵＬ　フレーム）とを区別する方案について提案する。これは
、ＳＩＧフィールドにＤＬ／ＵＬ指示子フィールドが含まれない場合に、より有用に適用
できるが、ＳＩＧフィールドにＤＬ／ＵＬ指示子フィールドが含まれるとしても、ＰＡＩ
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Ｄを用いてＤＬ／ＵＬフレームを区別する方案を定義することによって依然として有用に
用いることができる。すなわち、以下に説明する本発明のＰＡＩＤ定義及び利用方案は、
ＤＬ／ＵＬ指示子の存在有無にかかわらずに適用することができる。
【０２０７】
　前述したように、ＧＩＤ値が０及び６３の場合は、それぞれ、ＵＬ　ＳＵフレーム（す
なわち、意図された受信側がＡＰであるＳＵフレーム）及びＤＬ　ＳＵフレーム（すなわ
ち、意図された受信側がＳＴＡであるＳＵフレーム）と定義することができる。一方、Ｇ
ＩＤ値が１乃至６２の場合は、ＭＵフレームを意味すると定義することができる。しかし
、ＧＩＤフィールドもなく、ＤＬ／ＵＬ指示子フィールドもない場合は、既存の方式によ
ればＳＵフレームに対してＤＬ／ＵＬを区別できなくなる。
【０２０８】
　これを解決するために、本発明ではＰＡＩＤフィールドの値を用いて、当該フレームが
ＤＬフレームであるか又はＵＬフレームであるかを区別できる方案を提案する。本方案の
一例として、ＰＡＩＤフィールドの値を下記の表７のように定義することができる。
【０２０９】
【表７】

【０２１０】
　上記の表７の例示では、それぞれのフレーム類型（ｔｙｐｅ）に対するＰＡＩＤ値を求
める方法を定義する。
【０２１１】
　表７を参照すると、ＳＴＡがＡＰにＵＬフレームを送信する場合のＰＡＩＤの値を次の
ように計算することができる。
【０２１２】
　（１）ＡＰのＢＳＳＩＤの４０番目のビット位置から４８番目のビット位置までの９個
のビットを抽出する。ここで、ビットインデックスがｂｉｔ０から始まる場合、４０番目
のビット位置はｂｉｔ３９に該当し、４８番目のビット位置はｂｉｔ４７に該当する。又
は、ビットインデックスがｂｉｔ１から始まる場合、４０番目のビット位置はｂｉｔ４０
に該当し、４８番目のビット位置はｂｉｔ４８に該当する。以下の例示では、ビットイン
デックスはｂｉｔ０から始まるとして説明するが、ビットインデックスがｂｉｔ１から始
まる場合にも、本発明で提案する原理が同一に適用されることは明らかである。
【０２１３】
　（２）抽出された９ビットを１０進数に変換する。１０進数への変換はｄｅｃ（Ａ）関
数で表現することができ、これはＡを１０進数に変換した値を示す。
【０２１４】
　（３）変換された１０進数値にｍｏｄ（２＾９－１）演算を適用する。ここで、ｍｏｄ
はモジューロ（ｍｏｄｕｌｏ）演算を意味し、Ｘ　ｍｏｄ　ＹはＸをＹで割った余りの値
と定義される。２＾９＝２９＝５１２であり、２９－１＝５１１である。これによって、
段階（３）の結果値は０乃至５１０範囲の一つの値になる。
【０２１５】
　（４）ｍｏｄ（２＾９－１）演算の結果値に１を加える。その結果値は、１乃至５１１
範囲の一つの値になる。この値がＰＡＩＤとして設定される最終結果値となる。
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【０２１６】
　これを下記の式２のように表現することができる。
【０２１７】
【数２】

【０２１８】
　上記の式２のようにＰＡＩＤ値を計算する理由は、ＰＡＩＤ値が０にならないようにす
るためである。ＰＡＩＤ＝０は、マルチキャスト／ブロードキャストなどの他の用途に用
いられるためである。
【０２１９】
　上記の表７の例示で、メッシュ（ｍｅｓｈ）ＳＴＡ間のフレーム送信におけるＰＡＩＤ
は、次のように計算される。ピア（ｐｅｅｒ）を結んだ相手メッシュＳＴＡのＢＳＳＩＤ
の４０番目のビット位置から４８番目のビット位置に対する９ビットを１０進数に変換し
、ｍｏｄ（２＾９－１）演算を適用した結果値に１を加えた値（すなわち、１乃至５１１
範囲の一つの値）をＰＡＩＤ値として用いる。すなわち、メッシュＳＴＡへのフレーム送
信においても上記の式２が同一に用いられるが、ＵＬフレームにおけるＰＡＩＤ計算方式
においてＡＰのＢＳＳＩＤをメッシュＳＴＡのＢＳＳＩＤに置き換えたものと説明するこ
ともできる。
【０２２０】
　上記の表７の例示で、ＡＰがＳＴＡへＤＬフレームを送信する場合と、ＳＴＡが直接経
路（ｄｉｒｅｃｔ　ｐａｔｈ）でＤＬＳ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ）／ＴＤ
ＬＳ（Ｔｕｎｎｅｌｅｄ　Ｄｉｒｅｃｔ　Ｌｉｎｋ　Ｓｅｔｕｐ）リンクを通じてフレー
ムを送信する場合におけるＰＡＩＤは、下記の式３のように計算される。
【０２２１】

【数３】

【０２２２】
　上記の式３で、ＸＯＲは、ｅｘｃｌｕｓｉｖｅ　ＯＲ演算を示す。例えば、１　ＸＯＲ
　１＝０、０　ＸＯＲ　１＝１、１　ＸＯＲ　０＝１、０　ＸＯＲ　０＝０と計算できる
。
【０２２３】
　ＤＬフレーム又はＤＬＳ／ＴＤＬＳフレームの場合に、上記の式３で示す通り、ＢＳＳ
ＩＤとＡＩＤの部分情報をハッシュして得た結果値をＰＡＩＤとして用いる。具体的に、
ＡＩＤの１番目のビット位置から９番目のビット位置までの９ビットを１０進数に変換す
る（すなわち、ｄｅｃ（ＡＩＤ［０：８］））。また、ＢＳＳＩＤの４５番目のビット位
置から４８番目のビット位置までの４ビット（すなわち、ＢＳＳＩＤ［４４：４７］）と
ＢＳＳＩＤの４１番目のビット位置から４４番目のビット位置までの４ビット（すなわち
、ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）とをＸＯＲ演算した結果（すなわち、ＢＳＳＩＤ［４４：
４７］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）を１０進数に変換する（すなわち、ｄｅｃ
（ＢＳＳＩＤ［４４：４７］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］））。この計算結果に
おいて、ＢＳＳＩＤに基づくＸＯＲの結果は４ビット長であるとともに、これを１０進数
に変換したものであるが、ＡＩＤでは９ビットを１０進数に変換したものであるため、桁
数を合わせるために、ＢＳＳＩＤから取得した１０進数の結果値に２５を掛ける（２５を
掛けることは、２進数で５ビット長を追加することと同じ意味を有する）。これによって
、ＢＳＳＩＳに基づいて得た結果と上記ＡＩＤから得た結果とを合算する。この合算され
た結果にｍｏｄ　２９を行い、０乃至５１１範囲の一つの値をＰＡＩＤとして決定するこ
とができる。
【０２２４】
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　一方、上記の表７の例示で、その他の場合（ｏｔｈｅｒｗｉｓｅ）は、ＡＰによって全
てのＳＴＡに送信されるブロードキャスト／マルチキャストフレーム、又は連携を結んで
いない（ｎｏｎ－ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ）ＳＴＡが送信するフレームである場合に該当し
、このとき、ＰＡＩＤ値としては０が用いられる。
【０２２５】
　上記の表７のようにＰＡＩＤの値を所定の条件に従って計算する場合に、ＡＰの立場で
は、ＰＡＩＤ値が０又はｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［３９：４７］）ｍｏｄ（２９－１））＋１
値と一致するフレームのみを、自身に向かって送信される可能性があるフレームと見なし
てＰＳＤＵをデコードする。
【０２２６】
　また、ＳＴＡの立場では、ＰＡＩＤ値が０又は（ｄｅｃ（ＡＩＤ［０：８］＋ｄｅｃ（
ＢＳＳＩＤ［４４：４７］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）×２５）ｍｏｄ２９値
と一致するフレームのみを、自身に向かって送信される可能性があるフレームと見なして
ＰＳＤＵをデコードする。
【０２２７】
　ここで、ＡＰがＡＩＤをＳＴＡに割り当てるとき、割り当てたＡＩＤによって計算され
る上記式３の結果値が０（すなわち、（ｄｅｃ（ＡＩＤ［０：８］＋ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ
［４４：４７］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）×２５）　ｍｏｄ　２９＝０）に
なるＡＩＤをＳＴＡに割り当てないことが好ましい。もし、上記の式３に従う計算値が０
になるＡＩＤをＳＴＡに割り当てると、当該ＳＴＡに送信されるフレームのＰＡＩＤ値が
０になるため、当該フレームの受信側でないにもかかわらず、他の全てのＳＴＡが当該フ
レームをマルチキャスト／ブロードキャストフレームと見なして、余計に当該フレームの
ＰＳＤＵデコードを試みることになる。したがって、他のタイプのフレームとの区別のた
めに、上記の式３の結果値が０になるＡＩＤがＳＴＡに割り当てられてはならない。
【０２２８】
　また、ＡＰがＡＩＤをＳＴＡに割り当てるとき、前記ＡＰのＢＳＳＩＤに基づく上記の
式２の計算結果（すなわち、ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［３９：４７］）ｍｏｄ（２９－１））
＋１）と、上記ＳＴＡに割り当てられたＡＩＤ及び上記ＡＰのＢＳＳＩＤに基づく上記の
式３の計算結果（すなわち、（ｄｅｃ（ＡＩＤ［０：８］＋ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：
４７］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）×２５）　ｍｏｄ　２９）とが同一になる
ＡＩＤをＳＴＡに割り当てないことが好ましい。もし、ＵＬフレームのためのＰＡＩＤ値
（すなわち、上記の式２の計算結果）と、ＤＬフレームのためのＰＡＩＤ値（すなわち、
上記の式３の計算結果）とが同一の値になるように特定ＳＴＡのＡＩＤを割り当てると、
上記特定ＳＴＡは、他のＳＴＡがＡＰに向かって送信するＵＬフレームを全て自身のため
のＤＬフレームと見なし、余計にそれらのフレームのＰＳＤＵデコードを試みることにな
る。
【０２２９】
　また、ＯＢＳＳ（Ｏｖｅｒｌａｐｐｉｎｇ　ＢＳＳ）が存在するとき、ＡＰ（すなわち
、ＳＴＡが連携されたＡＰ）は、ＯＢＳＳを構成するＯＢＳＳ（すなわち、ＳＴＡが連携
されたＡＰのＢＳＳと同じチャネル上で動作するＢＳＳであり、ＢＳＡが一部又は全て重
なるＢＳＳ）のＡＰのＯＢＳＳ　ＢＳＳＩＤを考慮してＳＴＡのＡＩＤを割り当てること
ができる。すなわち、ＡＰがＡＩＤをＳＴＡに割り当てるとき、上記ＳＴＡに割り当てら
れたＡＩＤ及び上記ＡＰのＢＳＳＩＤに基づく上記の式３の計算結果（すなわち、（ｄｅ
ｃ（ＡＩＤ［０：８］＋ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４７］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０
：４３］）×２５）　ｍｏｄ　２９）がＯＢＳＳのＢＳＳＩＤに基づく上記の式２の計算
結果（すなわち、ｄｅｃ（ＯＢＳＳ　ＢＳＳＩＤ［３９：４７］）ｍｏｄ（２９－１））
＋１）と同一になるＡＩＤをＳＴＡに割り当てないことが好ましい。そうしないと、上記
ＳＴＡは、ＯＢＳＳに属したＳＴＡがＯＢＳＳ　ＡＰに送信するＯＢＳＳ　ＵＬフレーム
を全て自身に向かうＤＬフレームと見なし、余計にそれらのフレームのＰＳＤＵデコード
を試みることになる。
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【０２３０】
　言い換えると、ＡＰがＳＴＡにＡＩＤを割り当てる際、割り当てようとするＡＩＤに対
して上記の式３（すなわち、（ｄｅｃ（ＡＩＤ［０：８］＋ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：
４７］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）×２５）ｍｏｄ　２９）を適用して得るＰ
ＡＩＤ値が、（ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［３９：４７］）ｍｏｄ（２９－１））＋１とも同一
であってはならず、（ｄｅｃ（ＯＢＳＳ　ＢＳＳＩＤ［３９：４７］）ｍｏｄ（２９－１
））＋１とも同一であってはならない。すなわち、ＡＰは、割り当てようとするＡＩＤ値
に（ｄｅｃ（ＡＩＤ［０：８］＋ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４７］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩ
Ｄ［４０：４３］）×２５）ｍｏｄ　２９を適用して得るＰＡＩＤ値が、（ｄｅｃ（ＢＳ
ＳＩＤ［３９：４７］）ｍｏｄ（２９－１））＋１と同一になるＡＩＤ、及び（ｄｅｃ（
ＯＢＳＳ　ＢＳＳＩＤ［３９：４７］）ｍｏｄ（２９－１））＋１と同一になるＡＩＤを
除いて、残りのＡＩＤのいずれかをＳＴＡに割り当てなければならない。
【０２３１】
　このようにＯＢＳＳとの衝突問題を防止するためには、ＡＰがＯＢＳＳ　ＡＰのＢＳＳ
ＩＤ（すなわち、ＯＢＳＳ　ＢＳＳＩＤ）を知っていなければならない。しかし、ＡＰが
ＯＢＳＳ　ＡＰを検出できなかった場合は、上記ＡＰに連携されたＳＴＡに割り当てられ
たＡＩＤに基づく上記の式３の計算結果が上記ＯＢＳＳ　ＢＳＳＩＤに基づく上記の式２
の計算結果と同一になるＡＩＤが上記ＳＴＡに割り当てられることもある。この場合、Ｓ
ＴＡはＡＰにＡＩＤ変更を要請することができる。
【０２３２】
　例えば、（ｄｅｃ（ＡＩＤ［０：８］＋ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［４４：４７］　ＸＯＲ　
ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）×２５）ｍｏｄ　２９に対する計算値がｄｅｃ（ＯＢＳＳ　
ＢＳＳＩＤ［３９：４７］）ｍｏｄ（２９－１））＋１と同一になるＡＩＤがＳＴＡに割
り当てられた場合、上記ＳＴＡはＡＩＤ再割当要請（ｒｅａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　ｒｅｑ
ｕｅｓｔ）フレームをＡＰに送信することができる。ＡＰがＡＩＤ再割当要請フレームを
受け、ＡＩＤ再割当要請フレームの理由コード（ｒｅａｓｏｎ　ｃｏｄｅ）が「Ｐａｒｔ
ｉａｌ　ＡＩＤ　Ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ」を示す場合、ＡＰは当該ＡＩＤ値をＳＴＡに割り
当てない。ＡＰは当該端末にＡＩＤ再割当応答（ｒｅａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ　ｒｅｓｐｏ
ｎｓｅ）フレームを送信して新しいＡＩＤを割り当てることができる。これに関する本発
明の具体的な例示は、後述する「ＡＩＤ再割当要請／応答」の欄で説明する。
【０２３３】
　前述した場合を総合的に考慮すると、目的に沿ってＰＡＩＤを用いるためには、ＡＰが
端末にＡＩＤを割り当てる際、ＡＩＤとＢＳＳＩＤのハッシュから得られるＤＬフレーム
のＰＡＩＤ値（すなわち、上記の式３の計算結果）が、マルチキャスト／ブロードキャス
トのような特定フレーム類型のために指定されたＰＡＩＤ値（例えば、０）と重複しては
ならず、且つ、ＡＰ（すなわち、連携されたＡＰ）又はＯＢＳＳ　ＡＰに送信されるＵＬ
フレームのＰＡＩＤ値（すなわち、上記の式２の計算結果）とも重複してはならない。ま
た、このような衝突無しに動作するためには、上の３つの条件に該当するＡＩＤを個別Ｓ
ＴＡのＡＩＤとして割り当てず、別の用途（例えば、マルチキャストフレーム）のために
用いればよい。
【０２３４】
　また、本発明で、ＡＰのＰＡＩＤ値は、特定範囲の値から任意の一つを選択することが
できる。この場合、また、ＡＰのＰＡＩＤ値は、ＡＩＤとＢＳＳＩＤのハッシュによって
得られるＤＬフレームのＰＡＩＤ値は、ＡＰ又はＯＢＳＳ　ＡＰに送信されるＵＬフレー
ムのように特定ＳＴＡのために指定されたＰＡＩＤ値と同一でないようにしなければなら
ない。
【０２３５】
　また、上記の表７の例示に関する他の実施例として、特定類型のフレーム（例えば、ビ
ーコンフレーム、プローブ応答フレームなど）のために用いられるＰＡＩＤ値をあらかじ
め指定しておき、一般的なフレームのためのＰＡＩＤは、上記特定類型のフレームのため
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にあらかじめ指定された値とならないようにすることができる。その例示を表８に示す。
【０２３６】
【表８】

【０２３７】
　上記の表８の例示で、ビーコンフレームにＰＡＩＤ　１番、プローブ応答フレームにＰ
ＡＩＤ　２番が割り当てられた場合、ＡＰは、ＰＡＩＤ　０、１、２の値がＤＬフレーム
、ＵＬフレームに使用されないＡＩＤをＳＴＡに割り当てなければならない。
【０２３８】
　そのために、上記の表８の例示でＵＬフレーム（すなわち、ＡＰに向かうフレーム）の
ＰＡＩＤが０、１、２を有しないように、下記の式４のようにＰＡＩＤを計算することが
できる。
【０２３９】

【数４】

【０２４０】
　上記の式４は、上記の表８の例示でｋ＝２の場合といえる。すなわち、ＡＰ　ＢＳＳＩ
Ｄの４０番目のビット位置から４８番目のビット位置に対する９ビットを１０進数とし（
すなわち、ｄｅｃ（［３９：４７］））、その結果にｍｏｄ（２９－１－２）演算を適用
して０乃至５０８範囲の値を得、その結果値に３を加えた３乃至５１１範囲の一つの値を
、ＵＬフレームのＰＡＩＤ値として用いることができる。
【０２４１】
　追加の提案として、本発明で提案する上記の例示で、ＡＰ　ＢＳＳＩＤの４０番目のビ
ット位置から４８番目のビット位置（すなわち、［３９：４７］）の９ビットを用いる部
分は、ＡＰ　ＢＳＳＩＤの４１番目のビット位置から４８番目のビット位置（すなわち、
［４０：４７］）の８ビットと２進値（ｂｉｎａｒｙ）１を連結（ｃｏｎｃａｔｅｎａｔ
ｉｏｎ）して得られる値に置き換えてもよい。ここで、２進値１が連結されるビット位置
は、上記８ビットのＬＳＢ（Ｌｅａｓｔ　Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ　Ｂｉｔ）又はＭＳＢ
（Ｍｏｓｔ　Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ　Ｂｉｔ）であってもよい。
【０２４２】
　ＡＩＤ再割当要請／応答
【０２４３】
　図１５（ａ）は、ＡＩＤ再割当要請フレームフォーマットの一例を示し、図１５（ｂ）
は、ＡＩＤ再割当応答フレームフォーマットの一例を示す。
【０２４４】
　図１５（ａ）を参照すると、カテゴリーフィールドは、当該フレームが関連しているカ
テゴリーを示す値に設定することができる。動作（ａｃｔｉｏｎ）フィールドは、当該フ
レームが上記カテゴリー内でどの管理動作のためのものであるかを示す値に設定すること
ができる。
【０２４５】
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　理由コード（ｒｅａｓｏｎｃｏｄｅ）は、ＰＡＩＤ衝突（Ｐａｒｔｉａｌ　ＡＩＤ　Ｃ
ｏｌｌｉｓｉｏｎ）を示す値に設定することができる。ＳＴＡがＡＰにＡＩＤ再割当要請
フレームを送信する際、ＳＴＡが複数のＯＢＳＳ　ＡＰを検出した場合には、ＳＴＡは自
身が検出した全てのＯＢＳＳ　ＡＰのＢＳＳＩＤに対するＰａｒｔｉａｌ　ＢＳＳＩＤ情
報も共に伝達する。これは、ＡＰが当該ＳＴＡのためのＡＩＤを再び割り当てる際、全て
のＯＢＳＳ　ＢＳＳＩＤとの衝突を避けるためである。
【０２４６】
　ＯＢＳＳ　Ｐａｒｔｉａｌ　ＢＳＳＩＤリストフィールドは、ＯＢＳＳ　ＢＳＳＩＤの
うち［４０：４７］の８ビットを含むことができる。
【０２４７】
　ＡＩＤ再割当要請フレームを受信したＡＰは、それに対する応答として、図１５（ｂ）
に示すフレームフォーマットを持つＡＩＤ再割当応答フレームをＳＴＡに送信することが
できる。
【０２４８】
　図１５（ｂ）を参照すると、カテゴリーフィールドは、当該フレームが関連しているカ
テゴリーを示す値に設定することができる。動作（ａｃｔｉｏｎ）フィールドは、当該フ
レームが上記カテゴリー内でどの管理動作のためのものかを示す値に設定することができ
る。
【０２４９】
　新しいＡＩＤ（Ｎｅｗ　ＡＩＤ）フィールドは、ＡＰがＳＴＡに新しく割り当てるＡＩ
Ｄを含む。ＡＰが新しいＡＩＤを割り当てる際、ＡＩＤ再割当要請フレームのＯＢＳＳ　
Ｐａｒｔｉａｌ　ＢＳＳＩＤリストを介して知られたＯＢＳＳ　ＢＳＳＩＤと、新しく割
り当てられるＡＩＤに基づいて計算されるＰＡＩＤ値とが衝突しないように、新しいＡＩ
Ｄを割り当てなければならない。
【０２５０】
　ＡＩＤ活性化オフセット（Ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ　Ｏｆｆｓｅｔ）フィールドは、新し
く割り当てられるＡＩＤ値が実際に用いられる時点までの時間オフセットを示す。このよ
うな時間オフセットの単位は、ビーコンインターバル（Ｂｅａｃｏｎ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ
）、ＤＴＩＭビーコンインターバル、又は時間ユニット（ＴＵ）の単位で表現される。Ｔ
Ｕはマイクロ初（μｓ）の単位にすることができ、例えば、１０２４μｓと定義できる。
【０２５１】
　デューティサイクル（Ｄｕｔｙ　Ｃｙｃｌｅ）フィールドは、新しく割り当てられるＡ
ＩＤとＡＩＤの属したグループが持つデューティサイクルを示し、スリープインターバル
又は非活性化デューレーション（Ｉｎａｃｔｉｖａｔｉｏｎ　Ｄｕｒａｔｉｏｎ）を含む
ことができる。
【０２５２】
　ＳＵフレームのＳＩＧ－Ｂフィールドに関する追加の提案
【０２５３】
　ＳＵフレームの場合、当該フレームのデコードのための全ての情報をＳＩＧ－Ａフィー
ルドに含み得ることから、ＳＩＧ－Ｂフィールドは省かれてもよい。したがって、ＳＵフ
レームにおいてＳＩＧ－Ｂフィールドを送信しない方式でＳＵフレームフォーマットを構
成することもできる。
【０２５４】
　しかしながら、ＳＩＧ－Ｂフィールドを除いた別のフォーマットを定義することが、フ
レームを生成する側においてもフレームを受信してデコードする側においてもプロセシン
グ負担が増加することがあるため、既存と同様にＳＩＧ－Ｂフィールドを含むようにＳＵ
フレームを構成するものの、その構成内容を次のように設定することもできる。ＳＩＧ－
Ｂフィールドは実質的な制御情報を含まなくてもよいため、ＰＡＰＲ（Ｐｅａｋ　ｔｏ　
Ａｖｅｒａｇｅ　Ｐｏｗｅｒ　Ｒａｔｉｏ）を下げるための目的に固定されたパターン（
ｆｉｘｅｄ　ｐａｔｔｅｒｎ）のシーケンスを定義し、それを反復することによってＳＩ
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Ｇ－Ｂフィールドを構成することもできる。
【０２５５】
　図１６は、ＳＩＧ－Ｂフィールドとして使用可能な固定されたシーケンスの例示を示す
図である。
【０２５６】
　図１６（ａ）、（ｂ）、（ｃ）はそれぞれ、２ＭＨｚ、４ＭＨＺ、８ＭＨｚ／１６ＭＨ
／８＋８ＭＨｚＰＰＤＵのＳＩＧ－Ｂフィールドとして使用可能な固定されたシーケンス
の例示を示す。
【０２５７】
　図１６（ａ）で、２ＭＨｚ帯域幅のＰＰＤＵの場合、上記の表４に示すように、ＳＩＧ
－Ｂフィールドの全体ビット長は２６であり、そのうちの６ビットはＴＡＩＬビットとし
て割り当てられる。したがって、固定されたシーケンスの長さは２０ビット（すなわち、
Ｂ０乃至Ｂ１９）を有することができる。図１６（ａ）のシーケンスパターンは例示的な
ものであり、本発明の範囲がそれに制限されるものではない。
【０２５８】
　図１６（ｂ）で、４ＭＨｚ帯域幅のＰＰＤＵの場合、上記の表４に示すように、ＳＩＧ
－Ｂフィールドの全体ビット長は２７であり、そのうちの６ビットはＴＡＩＬビットとし
て割り当てられる。したがって、固定されたシーケンスの長さは２１ビット（すなわち、
Ｂ０乃至Ｂ２０）を有することができる。図１６（ｂ）のシーケンスパターンは例示的な
ものであり、本発明の範囲がそれに制限されるものではない。
【０２５９】
　図１６（ｃ）で、８ＭＨｚ／１６ＭＨ／８＋８ＭＨｚ帯域幅のＰＰＤＵの場合、上記の
表４に示すように、ＳＩＧ－Ｂフィールドの全体ビット長は２９であり、そのうちの６ビ
ットはＴＡＩＬビットとして割り当てられる。したがって、固定されたシーケンスの長さ
は２３ビット（すなわち、Ｂ０乃至Ｂ２２）を有することができる。図１６（ｃ）のシー
ケンスパターンは例示的なもので、本発明の範囲がそれに制限されるものではない。
【０２６０】
　図１７は、図１６の固定されたパターンがＰＰＤＵとして送信される場合に、ＳＩＧ－
Ｂフィールドで反復される方法を説明するための図である。
【０２６１】
　図１７の２ＭＨｚのＰＰＤＵの例示で、２０ビットは図１６（ａ）の固定されたシーケ
ンスパターンに該当する。
【０２６２】
　図１７の４ＭＨｚのＰＰＤＵの例示で、２１ビットは図１６（ｂ）の固定されたシーケ
ンスパターンに該当する。ここで、４ＭＨｚのＰＰＤＵでは、ＳＩＧ－Ｂフィールド（す
なわち、固定されたシーケンス＋ＴＡＩＬ）が１回更に反復（すなわち、全体２回送信）
される例を示す。
【０２６３】
　図１７の８ＭＨｚのＰＰＤＵの例示で、２３ビットは図１６（ｃ）の固定されたシーケ
ンスパターンに該当する。ここで、８ＭＨｚのＰＰＤＵでは、ＳＩＧ－Ｂフィールド（す
なわち、固定されたシーケンス＋ＴＡＩＬ）が３回更に反復（すなわち、全体４回送信）
される例を示す。ＳＩＧ－Ｂフィールドが反復された全体長さを所定の長さに合わせるた
めに、埋め草ビット（ｐａｄ　ｂｉｔ）１ビットを付加することができる。
【０２６４】
　図１７の１６ＭＨｚのＰＰＤＵの例示で、２３ビットは図１６（ｃ）の固定されたシー
ケンスパターンに該当する。ここで、１６ＭＨｚのＰＰＤＵでは、ＳＩＧ－Ｂフィールド
（すなわち、固定されたシーケンス＋ＴＡＩＬ）が３回更に反復（すなわち、全体４回送
信）され、埋め草ビットの付加されたセットが１回更に反復（すなわち、全体２回送信）
される例を示す。
【０２６５】
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　図１８は、本発明の一例に係るフレーム送受信方法を説明するための図である。
【０２６６】
　段階Ｓ１８１０で、ＳＴＡは、ＡＰにアドレスする（ａｄｄｒｅｓｓｅｄ　ｔｏ　ＡＰ
）フレーム（すなわち、ＵＬフレーム）に含まれるＰＡＩＤを、上記の本発明の例示のよ
うにＡＰのＢＳＳＩＤに基づいて計算することができる。例えば、上記の式２（すなわち
、（ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［３９：４７］）ｍｏｄ（２９－１））＋１）の結果値をＰＡＩ
Ｄフィールドに含めることができる。これによって、ＵＬＳＵフレームのＰＡＩＤを０以
外の値（例えば、１乃至５１１範囲の値）に設定することができる。ここで、ＵＬ　ＳＵ
フレームはｓｕｂ－１ＧＨｚ動作周波数帯域で送信されるフレームと定義されてもよい。
【０２６７】
　段階Ｓ１８２０で、ＳＴＡは、上記段階Ｓ１８１０で計算されたＰＡＩＤ値を含むＰＡ
ＩＤフィールドと、上記の表３などで提案する様々なフィールドを含むＳＩＧ－Ａフィー
ルドを構成し、それに加えて他のフィールドを更に含むＳＵフレームフォーマット（例え
ば、ＳＵ　ＰＰＤＵフレームフォーマット）によって構成されたフレームを上記ＡＰに送
信することができる。
【０２６８】
　段階Ｓ１８３０で、ＡＰは上記フレームを受信することができるが、まず、該フレーム
のＳＩＧ－ＡフィールドのＰＡＩＤフィールドを確認することができる。すなわち、ＡＰ
は、ＰＡＩＤの値が該ＡＰのＢＳＳＩＤに基づいて計算されたか否かを判定することがで
きる。
【０２６９】
　上記段階Ｓ１８３０でフレームのＰＡＩＤフィールド値が自身のＢＳＳＩＤに基づいて
計算された（例えば、上記の式２によって計算された）ものと確認されると、段階Ｓ１８
４０で、該ＡＰは当該ＰＰＤＵフレームのＰＳＤＵをデコードすることができる。
【０２７０】
　一方、段階Ｓ１８５０で、ＡＰは、ＳＴＡに送信するフレームに含まれるＰＡＩＤ値を
計算することができる。ＡＰによって送信されるフレームに含まれるＰＡＩＤ値は、上記
の式３のように、該ＡＰによって上記ＳＴＡに割り当てられるＡＩＤ及び上記ＡＰのＢＳ
ＳＩＤに基づいて計算することができる（例えば、ｄｅｃ（ＡＩＤ［０：８］＋ｄｅｃ（
ＢＳＳＩＤ［４４：４７］　ＸＯＲ　ＢＳＳＩＤ［４０：４３］）×２５）ｍｏｄ　２９

）。
【０２７１】
　ここで、上記ＳＴＡに割り当てられるＡＩＤ値は、該ＡＩＤ値を用いて上記のように計
算されたＰＡＩＤ値が、次のように計算される第１のＰＡＩＤと同一でもなく、第２のＰ
ＡＩＤとも同一でないように割り当てられなければならない。
【０２７２】
　上記第１のＰＡＩＤは、上記ＡＰのＢＳＳＩＤの４８個のビット位置のうち、４０番目
のビット位置から４８番目のビット位置の値を１０進数に変換した値にモジューロ演算を
適用することによって計算された値（すなわち、（ｄｅｃ（ＢＳＳＩＤ［３９：４７］）
ｍｏｄ（２９－１））＋１）であってもよい。上記第２のＰＡＩＤは、ＯＢＳＳのＢＳＳ
ＩＤの４８個のビット位置のうち、４０番目のビット位置から４８番目のビット位置の値
を１０進数に変換した値にモジューロ演算を適用することによって計算された値（すなわ
ち、（ｄｅｃ（ＯＢＳＳ　ＢＳＳＩＤ［３９：４７］）ｍｏｄ（２９－１））＋１）であ
ってもよい。
【０２７３】
　段階Ｓ１８６０で、ＡＰは、上記段階Ｓ１８５０で計算されたＰＡＩＤ値を含むＰＡＩ
Ｄフィールドと上記の表３などで提案する様々なフィールドを含むＳＩＧ－Ａフィールド
を構成し、これに加えて他のフィールドを更に含むＳＵフレームフォーマット（例えば、
ＳＵ　ＰＰＤＵフレームフォーマット）に従って構成されたフレームを上記ＳＴＡに送信
することができる。
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【０２７４】
　段階Ｓ８１８７０で、ＳＴＡは上記フレームを受信することができるが、まず、該フレ
ームのＳＩＧ－ＡフィールドのＰＡＩＤフィールドを確認することができる。すなわち、
ＳＴＡは、ＰＡＩＤの値が上記ＡＰによって上記ＳＴＡに割り当てられるＡＩＤ及び該Ａ
ＰのＢＳＳＩＤに基づいて計算されたか否かを判定することができる。
【０２７５】
　上記段階Ｓ１８７０でフレームのＰＡＩＤフィールド値が自身のＡＩＤ及び上記ＡＰの
ＢＳＳＩＤに基づいて計算された（例えば、上記の式３によって計算された）ものと確認
されると、段階Ｓ１８８０で、上記ＳＴＡは上記ＰＰＤＵフレームのＰＳＤＵをデコード
することができる。
【０２７６】
　図１８で例示する本発明のフレーム送受信方法（特に、ＰＡＩＤ構成方案）において、
前述した本発明の様々な実施例で説明した事項は独立して適用されてもよく、２つ以上の
実施例が同時に適用されてもよい。
【０２７７】
　図１９は、本発明の一実施例に係る無線装置の構成を示すブロック図である。
【０２７８】
　ＡＰ１０は、プロセッサ１１、メモリー１２、送受信器１３を備えることができる。Ｓ
ＴＡ２０は、プロセッサ２１、メモリー２２、送受信器２３を備えることができる。送受
信器１３及び２３は、無線信号を送信／受信することができ、例えば、ＩＥＥＥ　８０２
システムに基づく物理層を具現することができる。プロセッサ１１及び２１は、送受信器
１３及び２１と接続して、ＩＥＥＥ　８０２システムに基づく物理層及び／又はＭＡＣ層
を具現することができる。プロセッサ１１及び２１は、前述した本発明の様々な実施例に
係る動作を行うように構成されてもよい。また、前述した本発明の様々な実施例に係るＡ
Ｐ及びＳＴＡの動作を具現するモジュールがメモリー１２及び２２に格納され、プロセッ
サ１１及び２１によって実行されてもよい。メモリー１２及び２２は、プロセッサ１１及
び２１の内部に含まれてもよく、又はプロセッサ１１及び２１の外部に設けられて、プロ
セッサ１１及び２１と公知の手段によって接続されてもよい。
【０２７９】
　このようなＡＰ及びＳＴＡ装置の具体的な構成は、前述した本発明の様々な実施例で説
明した事項が独立して適用されてもよく、２つ以上の実施例が同時に適用されるように具
現されてもよく、重複する内容は明確性のために説明を省略する。
【０２８０】
　上述した本発明の実施例は様々な手段を用いて具現することができる。例えば、本発明
の実施例は、ハードウェア、ファームウェア（ｆｉｒｍｗａｒｅ）、ソフトウェア又はそ
れらの結合などによって具現することができる。
【０２８１】
　ハードウェアによる具現の場合、本発明の実施例に係る方法は、一つ又はそれ以上のＡ
ＳＩＣｓ（Ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒ
ｃｕｉｔｓ）、ＤＳＰｓ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ）、Ｄ
ＳＰＤｓ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅｓ）、
ＰＬＤｓ（Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｌｏｇｉｃ　Ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＦＰＧＡｓ（Ｆ
ｉｅｌｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｇａｔｅ　Ａｒｒａｙｓ）、プロセッサ、コント
ローラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサなどによって具現することができる
。
【０２８２】
　ファームウェアやソフトウェアによる具現の場合、本発明の実施例に係る方法は、以上
で説明された機能又は動作を実行するモジュール、手順又は関数などの形態として具現す
ることができる。ソフトウェアコードは、メモリーユニットに保存され、プロセッサによ
って駆動されてよい。メモリーユニットは、プロセッサの内部又は外部に設けられ、既に
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公知の様々な手段によってプロセッサとデータを交換することができる。
【０２８３】
　以上開示された本発明の好ましい実施例についての詳細な説明は、当業者が本発明を具
現して実施できるように提供された。以上では本発明の好適な実施例を参照して説明した
が、当該技術の分野における熟練した当業者に理解されるように、本発明の領域から逸脱
しない範囲内で本発明を様々に修正及び変更することもできる。例えば、当業者は、上記
の実施例に記載された各構成を互いに組み合わせる方式で用いてもよい。したがって、本
発明は、ここに開示されている実施形態に制限されるものではなく、ここに開示されてい
る原理及び新規な特徴と一致する最も広い範囲を与えるためのものである。
【産業上の利用可能性】
【０２８４】
　以上の本発明の様々な実施の形態は、ＩＥＥＥ　８０２．１１システムを中心に説明し
たが、様々な移動通信システムに同一の方式で適用されてもよい。

【図１】

【図２】

【図３】
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